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    午前10時00分   開議   

○議長（中平浩志君）  ただいまから本日の会議を開

きます。 

 直ちに本日の議事日程に入ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    日程第１ 一般質問   

○議長（中平浩志君）  日程第１、一般質問を行いま

す。 

 順次質問を許します。創政・公明クラブ代表、山口

健一君。 

    〔創政・公明クラブ代表山口健一君登壇〕 

○18番（山口健一君）  おはようございます。創政・

公明クラブの山口健一です。第５回定例会議に当たり、

創政・公明クラブを代表して、市長並びに教育長に一

般質問を行います。会派を代表して質問の機会を与え

ていただいた会派の同僚議員に感謝を申し上げます。 

 東日本大震災から早いもので明後日で５年が経過し

ます。改めて、被災された方々に心からお見舞いを申

し上げます。復興もまだ道半ばですが、被災された

方々が一日も早く普通の生活に戻るよう、早期の復興

を望むものであります。 

 さて、遠藤市長は初当選以来２年が過ぎ、折り返し

地点になりました。人口減少時代を迎え、財政状況の

大変厳しい中、ふるさと創生が本格的にスタートする

本年、予算編成も大変ご苦労したのではないかと思い

ます。 

 そこで当面する市政の諸課題について質問いたしま

す。昨日の登壇者と重複する部分もございますが、割

愛せずに通告に従い順次質問いたします。 

 質問の第１は、消防団員の確保についてであります。

団員の高齢化など、消防団員が減少傾向にあると聞き

ます。団員の確保対策をどのように考えているのか、

また、報酬など処遇改善の考え方についてお伺いいた

します。 

 ２番目は、低気圧災害についてであります。 

 本年１月18日から20日にかけて発生した低気圧は漁
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協など甚大な被害をもたらしました。その被害状況に

ついて、２月３日現在の報告以降、被害額に増減がな

かったか、また、復旧は国の査定を受けて行うもの、

市の単独事業で行うものなどがあるが、それぞれの状

況と今後の復旧に向けた進めた方についてお伺いいた

します。 

 ３番目は、市長公約の達成状況についてであります。

市長も初当選以来、任期も中間点となりました。市長

公約の達成状況などをどのように総括しているのか、

また、任期後半の重点政策についてお伺いいたします。 

 ４番目は道の駅構想についてであります。 

 広域４市町村で取り組んでおります大型道の駅構想

が進められていると思いますが、野田村では、独自の

道の駅構想もあると仄聞いたします。４市町村の道の

駅構想に影響がないか、今後の取り組み方についてお

伺いいたします。 

 ５番目は、マイナンバー制度についてであります。

マイナンバーカードが本年１月からスタートしていま

すが、現在までの交付状況についてお伺いいたします。 

 ６番目はふるさと納税についてであります。特産品

の工夫などにより、ふるさと納税が増加傾向にあると

思います。今年度の納付状況についてお伺いいたしま

す。 

 ７番目は、いわて国体についてであります。冬の国

体も終わり、いよいよ本年10月に開催される国体に向

けて本格的にスタートする時期だと思います。準備は

万全かお伺いいたします。 

 ８番目の福祉行政については４点お尋ねいたします。 

 １点目は、子育て支援についてであります。少子化

対策として、28年度予算に子育て支援として出産祝い

金を創設するようですが、具体的内容についてお伺い

いたします。 

 ２点目は、学童保育についてであります。28年度予

算に、学童保育の予算が計上されています。長内の学

童保育整備と仄聞されますが、施設整備や運営に対す

る支援策をどのように考えているのかお伺いいたしま

す。 

 ３点目は、不妊治療についてであります。子供がで

きない夫婦にとって不妊治療は大きな負担となります。

不妊治療は短期間では結果が出にくいとされ、長期の

治療が必要と聞きます。そこで、国でも不妊治療に対

し強化すると聞きます。当市の現状と今後の取り組み

方についてお伺いいたします。 

 ４点目は、人間ドックの助成拡大についてでありま

す。 

 当市は、県内の中でも、脳梗塞など発症率が高い地

域であります。その対策としては予防が重要になって

くると思います。そこで、人間ドックや脳ドックへの

助成を拡大すべきと思いますが、考え方についてお伺

いいたします。 

 ９番目の産業行政については４点お尋ねいたします。 

 １点目は、一次産業の振興についてであります。 

 後継者不足など、一次産業を取り巻く環境は大変厳

しい状況にあります。農業、林業、水産業それぞれの

振興策をどのように考えているのかお伺いいたします。 

 ２点目は、久慈食肉処理場についてであります。 

 近年、当地域では養豚業者の進出もあり、養豚の生

産は、当地域の農畜産物の約４割を占めており、食肉

処理場の役割も大きいと思います。その一方で、食肉

処理場の老朽化が進んでいると聞きます。新たな施設

整備の考え方についてお伺いいたします。 

 ３点目は、第２期中心市街地活性化基本計画につい

てであります。久慈駅前整備事業もいよいよ始まりま

す。計画の進捗状況についてお伺いいたします。 

 ４点目は、観光振興について、２点お尋ねいたしま

す。１点目は、滞在型観光の振興についであります。

ことしは、もぐらんぴあのオープンなど、多くの観光

客の来訪が予想されます。通過型観光ではなく、滞在

型観光が求められております。当市の取り組み方につ

いてお伺いいたします。 

 ２点目は、観光ボランティアについてであります。

昨年は、国内への外国人観光客の来訪者が1,900万人

余りと過去 高となったとしています。特に、中国な

ど、東南アジアの観光客が増加しています。そこで、

重要になってくるのが、観光ボランティア育成ではな

いかと思います。当市の取り組み方についてお伺いい

たします。 

 ９番目は、土木行政について、３点お尋ねいたしま

す。 

 １点目は、県道整備については、２点であります。

１点目は、県道野田長内線の崩落箇所の復旧状況につ

いて、２点目は、県道侍浜停車場阿子木線についてで

すが、当路線は幅員が狭く、特にも冬期間の通行に支

障を来しています。早急に改良を整備すべきと思いま
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すが、考え方についてお伺いいたします。 

 ２点目の市道整備について３点お尋ねいたします。 

 １点目は、県道野田長内線の代替道路についてです

が、野田長内線は、波浪や大雨の際、たびたび通行ど

めになっています。災害時には、小袖、三崎、久喜等

の住民が孤立することが想定されます。代替路線でも

ある市道二子小袖沢線館石平沢区間の整備状況につい

てお伺いいたします。 

 ２点目は、市道小久慈線についであります。当路線

の久慈歯科医院の交差点は長内橋の改良で幾分緩和さ

れましたが、朝夕大変渋滞しております。渋滞の解消

策についてお伺いいたします。 

 ３点目は、久慈駅前と川崎町を結ぶ道路についてで

ありますが、この問題は、以前から多くの議員も質問

しております。なかなか進展していないように思いま

す。災害から人命を守るための避難路確保のためにも

早急に整備すべきと思いますが、考え方についてお伺

いいたします。 

 土木行政の３点目は、歩道整備についてであります。

国道281号山口地区の歩道は測量も終わり、用地交渉

などを進めていると思います。進捗状況についてお伺

いいたします。 

 11番目は、総合防災公園整備事業についてでありま

す。 

 当事業もいよいよ工事着手しております。進捗状況

について、また、今後の整備見通しについてお伺いい

たします。 

 12番目は、仮設住宅についてであります。旧長内中

学校跡地の仮設住宅について、被災者退居後の活用策

をどのように考えているのかお伺いいたします。 

 13番目の教育行政について、２点お尋ねいたします。 

 １点目は、学校の統廃合についてであります。少子

化により、小中学校の児童生徒が減少し続けています。

クラブ活動などで学区外に行っている児童もある中、

小規模校の学習環境も大変厳しくなるのではないかと

思います。そこで今後の小中学校の統廃合の進め方を

どのように考えているのかお伺いいたします。 

 ２点目は、総合運動公園整備事業についてでありま

す。総合運動公園も南田地区に決定し動き出しました

が、今後の事業の具体的進め方についてお伺いいたし

ます。 

 終わりに、今年度をもって退職する中森建設部長、

大森山形総合支所長を始めとする職員に対し、これま

で長年にわたり市政発展にご尽力されたことに対し、

心から敬意と感謝を申し上げます。今後とも、健康に

ご留意をされ、さらなるご活躍をご期待申し上げます。 

 以上で、登壇しての私の質問を終わります。 

○議長（中平浩志君）  遠藤市長。 

    〔市長遠藤譲一君登壇〕 

○市長（遠藤譲一君）  創政・公明クラブ代表、山口

健一議員のご質問にお答えいたします。 

 初に、消防団員の確保対策についてお答えをいた

します。 

 全国的に消防団員は減少傾向となっており、団員の

確保は大きな課題となっているところであります。 

 当市の消防団員数でありますが、平成27年４月１日

現在817名となっており、定数860名に対し充足率95％

と県内でも高い充足率となっておりますが、今後も消

防団及び各地域の皆様と連携を図りながら、消防団の

必要性などの理解を広めるＰＲ活動など、消防団員の

確保に努めてまいる必要があると考えております。 

 また、処遇改善策についてでありますが、引き続き、

装備の強化、充実等に努めるとともに、手当、報酬に

つきましても、他市町村の動向を勘案しながら、適正

な水準を確保してまいります。 

 次に、低気圧被害についてお答えをいたします。 

 まず、２月３日以降の被害額等の増減でありますが、

被害額の精査を行い、農業施設被害につきまして７万

5,000円減の167万3,000円となっております。 

 次に、災害復旧の進め方についてでありますが、昨

日の新政会代表、上山議員にお答えいたしましたとお

り、農業用施設の被害につきましては、農業共済制度

により復旧されるところであり、今後におきましても、

災害対策として農業共済制度の有効性についての周知

を図ってまいります。 

 また、漁港施設につきましては、小袖漁港の沖防波

堤ほか33カ所の被害箇所があり、その被害額は約14億

7,900万円と見込んでいるところであります。 

 このうち９カ所、約14億2,500万円につきましては、

国への災害復旧申請を検討しているところであり、残

るその他被災施設25カ所、約5,400万円につきまして

は、市の単独災害復旧で対応する必要があるものと考

えております。 

 次に、水産関係施設につきましては、共同倉庫や各
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地区仮設施設、養殖施設などを合わせて81カ所の被害

箇所があり、その被害額は3,933万円と見込んでいる

ところであります。 

 このうち久慈市漁業協同組合が管理する共同利用施

設の復旧費用に対し２分の１を支援してまいります。 

 また、市所有の各施設仮設施設につきましては、早

期復旧に努めてまいります。 

 次に、市長公約の達成状況についてお答えをいたし

ます。 

 市長公約の総括についてでありますが、これまでに

副市長１人制の導入を始めとする行政組織のスリム化

を断行し、そこで生まれた財源を中学生までの医療費

助成拡大、保育料の第３子以降無料化など子育て支援

に向けてきたところであります。 

 このほかにも、市長多選自粛条例の制定、防災拠点

構想や久慈駅前整備事業の見直し、総合運動整備に係

る基本構想の策定、震災復興の着実な推進など、積極

的に取り組んでまいりました。 

 また、新年度におきましては、放課後児童クラブの

施設整備や認定こども園等の施設整備に対する助成に

着手しようとしているところであります。 

 今後におきましても、公約の実現に向け、当市の厳

しい財政状況を勘案しながら、行政財政改革による財

源確保に努めるとともに、人口減少対策や地方創生と

いった新たな行政課題に取り組み、子供たちに誇れる

笑顔日本一のまち久慈の実現に努めてまいります。 

 次に、道の駅整備構想についてお答えをいたします。 

 広域道の駅につきましては、昨日の新政会代表、上

山議員にお答えいたしましたとおり、三陸沿岸道路の

利用者をただ通過させるのではなく、必ず立ち寄って

いただける拠点施設、さらには久慈圏域により多くの

観光客を引き込むためになくてはならない施設と考え

ておりますことから、現在実施しております広域道の

駅整備可能性調査の結果を踏まえ、久慈広域行政研究

会において、施設整備の方向性の協議を行うとともに、

広域での整備、連携方策につきまして、引き続き検討

を進めてまいります。 

 次に、マイナンバー制度についてお答えいたします。 

 マイナンバーカードの交付状況につきましては、昨

日の新政会代表、上山議員にお答えいたしましたとお

り、平成28年２月末現在2,028人から発行申請があり、

そのうち交付準備が整い、受け取り案内通知を発した

方は723人、うち受け取り済みは394人となっておりま

す。 

 次に、ふるさと納税についてお答えいたします。 

 今年度のふるさと納税の状況につきましては、２月

末現在で5,304件、6,025万円となっており、前年同期

と比較いたしまして、件数は約６倍、寄附金額では約

４倍となっております。 

 次に、いわて国体についてお答えいたします。 

 本年10月に開催されます国体の準備状況についてで

ありますが、市実行委員会の各専門委員会におきまし

て、国体運営に関する各種計画要綱等の審議や各事業

についてのさまざまなご意見などをいただきながら、

開催に向けて準備を進めているところであります。 

 市民参加の活動といたしましては、これまでもおも

てなしセミナーやいわて国体を契機とした商品開発並

びに販路拡大セミナーなどの開催、花いっぱい運動や

クリーンアップ運動、イベント等における各種啓発活

動を行い、国体開催機運の醸成に努めてきたところで

あります。 

 本年は、いよいよ国体本番の年となります。これま

で取り組んできた花いっぱい運動、クリーンアップ運

動などに加え、市民による選手・監督への手づくり記

念品の作製、市内小中学校の児童生徒による手づくり

応援のぼり旗の作製、国体炬火の採火、集火イベント

の開催などを計画しているところであります。 

 また、協議会の運営につきましては、円滑な協議運

営に向けた関係団体との協議や昨年８月に開催したリ

ハーサル大会の検証も踏まえ、開催準備を進めてきた

ところであり、今後におきましても、関係機関や協議

団体等と連携、協力しながら、国体成功に向けて万全

を期してまいります。 

 次に、福祉行政についてお答えをいたします。 

 まず、子育て支援についてでありますが、少子化対

策の一環として、出産、育児に伴う家計の負担軽減を

図り、子供の健全な育成を目的とする出産祝い金交付

事業を今議会の新年度予算案に計上させていただいて

おります。 

 その内容でありますが、出産祝い金として、ぺっぴ

ん商品券１万円分を乳児を養育する親に対して交付し

ようとするものであります。対象者への周知等につき

ましては、今後、関係機関と連携を図りながら、円滑

な事業実施に努めてまいります。 
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 次に、学童保育についてでありますが、新年度予算

に提案しております施設整備に関する支援策といたし

ましては、昨日の市民共同代表、小倉議員にお答えい

たしましたとおり、登録児童数の増加により、特に児

童の生活スペースが狭くなっている長内学童保育所に

ついて、児童がより安全・安心な環境のもとで健やか

に生活できるよう施設整備を実施してまいります。 

 今後におきましては、小久慈学童保育所など登録児

童数が増加している既存施設や学童保育所未設置の小

学校区につきましても、地域のご協力をいただきなが

ら、施設の整備に積極的に努めてまいります。 

 また、運営に対する支援策といたしましては、職員

の賃金改善が図られるよう、昨年度に引き続き、放課

後児童支援員等処遇改善事業を実施するとともに、学

童保育所の施設や土地の借り上げ料に対する補助事業

について、補助率や補助上限額を引き上げたところで

あり、今後におきましても、施設整備や父母会等への

運営に対する支援の拡充に努めてまいります。 

 次に、不妊治療についてでありますが、当市におき

ましては、平成26年10月から助成額を５万円から10万

円に増額し、支援策の充実を図ってきたところであり

ます。助成件数も年々増加し、平成21年度は４件であ

りましたが、平成27年度は、２月末現在20件となって

おります。 

 国及び県では、平成28年度から対象年齢が43歳未満

となり、年間助成回数は制限がなくなるなどの改正が

あることから、当市でも同様に実施する予定でありま

す。 

 国、県におきましては、平成27年度より男性不妊治

療費の助成を実施しておりますことから、当市におき

ましても、支援策の拡充につきまして前向きに検討を

進めてまいります。 

 次に、人間ドックの助成拡大についてでありますが、

人間ドックにつきましては、40歳以上の国民健康保険

の被保険者及び後期高齢者医療制度の被保険者を対象

に、入院費、診察料及び諸検査費用につきまして、上

限を３万円とし、費用の２分の１を助成しているとこ

ろであります。脳ドックにつきましても、身体検査、

代謝や肝機能等の基本項目検査とあわせて、脳ＭＲＩ

検査を実施する場合には助成と対象としているところ

であります。 

 人間ドックや脳ドックの受診は疾病の早期発見、重

症化予防のための有効な手段の一つでありますが、本

制度の利用者数は近年減少傾向にあることから、受診

の目的や制度内容など、対象者への周知・啓発のさら

なる強化に努めるとともに、助成対象の追加や上限額

の引き上げ等といった制度内容の再検討を行うなど、

利用拡大に向けて取り組んでまいります。 

 次に、産業行政についてお答えをいたします。 

 一次産業の振興策についでありますが、農業につき

ましては、基幹作目である雨よけホウレンソウ、菌床

しいたけの産地力の向上を図るため、生産基盤の整備

や価格安定対策及び各種作目の生産資材等への支援を

行うほか、将来の中核となる経営体の育成が重要であ

りますことから、新規就農者や集落営農組織の経営段

階に応じた支援を行うとともに、各地域ごとに策定す

る地域農業マスタープランの実践を推進してまいりま

す。 

 畜産業につきましても、強い体質の産地づくり推進

のため、生産基盤整備や増頭対策の支援、担い手育成

など、将来にわたって持続可能な経営を継続できる環

境づくりに取り組んでまいります。 

 林業につきましては、市の主要樹種である南部アカ

マツのブランド化や未利用材の木質バイオマス資源と

しての利用拡大等により、地域林業の活性化を図って

まいります。 

 また、特用林産物につきましては、木炭生産施設整

備に対する助成拡充や、北いわて木炭産業振興協議会

など、関係団体との連携による販路拡大に努めるとと

もに、原木しいたけ、ほだ木の造成に対する助成を継

続し、安心して生産活動に取り組める環境づくりによ

り、地域林業の振興と担い手の確保、育成を図ってま

いります。 

 水産業につきましては、アワビ、ウニ等の種苗放流

や湾口防波堤整備の進捗により創出される静穏域の養

殖業活用を見据え、県北広域振興局及び久慈市漁業協

同組合と連携しながら、つくり育てる漁業を推進する

とともに、計画的な漁港及び漁業集落環境の整備によ

り総合的な水産振興に努めてまいります。 

 また、県におきましては、本年度中に新たな漁業担

い手ビジョンを作成予定であると伺っているところで

あり、市におきましても、このビジョンに基づく、担

い手対策協議会を設置し、担い手確保策を検討してま

いります。 
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 いずれにいたしましても、当市の基幹産業である第

１次産業の振興を図るべく、生産者、関係機関、団体

と一体となって振興策に取り組んでまいります。 

 次に、久慈広域食肉処理場の施設整備についてであ

りますが、同食肉処理場は、昭和61年の操業開始以来、

地域の雇用創出及び食肉供給拠点として、地域産業の

振興に寄与してきたところであります。施設を運営し

ている一般社団法人久慈広域食肉処理場からは、建設

から約30年が経過して、施設設備の老朽化が進行し、

故障等も頻発している状況にあると伺っているところ

であります。 

 このような状況に鑑み、同法人におきましては、施

設設備の現況調査を実施し、その結果に基づき、改修

計画または新設計画等、今後の方向性について検討す

る予定とのことであり、市といたしましても、その検

討に参画してまいります。 

 次に、第２期中心市街地活性化基本計画の進捗状況

についてでありますが、中核事業と位置づける久慈駅

前整備事業につきましては、市民の皆様方の声を反映

した見直し作業を経て、昨年12月末に国庫補助に係る

本要望を行ったところであり、平成28年度から事業に

着手することとしております。 

 平成28年度は主に用地取得、建物補償業務等を進め、

駅前広場については、平成29年度、複合施設について

は、平成30年度の完成を目指し、鋭意取り組んでまい

ります。また、その他の計画登載事業につきましては、

ソフト事業の中核事業と位置づける成功店モデル創出

波及事業を始め、各種事業を推進しているところであ

り、今後におきましても、久慈商工会議所等と連携し、

積極的に取り組んでまいります。 

 次に、観光振興についてでありますが、滞在型観光

への取り組みにつきましては、本年４月23日にオープ

ンを予定している久慈地下水族科学館もぐらんぴあを

絶好の情報発信源と捉え、多くの観光客の皆様から当

市に訪れていただけるようマスメディアを活用した情

報発信や旅行業者への商談会等によるツアー造成に努

めているところであります。 

 一方、市内の宿泊施設からは、復興事業や観光客に

より満室となることが多い状態であるが、施設の増設

などは費用等の問題から難しい状況にあると伺ってい

るところであり、当市といたしましては、農家、漁家、

古民家に泊まれる宿泊予約サイト「とまりーな」など

を活用した民泊による体験型・滞在型観光もあわせて

推進するなど、宿泊施設の確保及び交流人口の拡大に

鋭意努めてまいります。 

 次に、観光ボランティアの育成についてであります

が、観光客の満足度を高めるため、観光ガイドやボラ

ンティアガイドの充実が重要であると認識していると

ころであり、現在、震災等緊急雇用対策事業を活用し

たボランティアガイド連携支援事業により、ガイド養

成のための研修、登録制度、運営組織等のシステム構

築に向けた検討を行っているところであります。 

 今後におきましても、外国人観光客への対応も可能

なボランティアガイドの養成に努めるとともに、自動

翻訳アプリケーションなどの情報通信技術も活用し、

受け入れ体制の整備を推進してまいります。 

 次に、土木行政についてお答えをいたします。 

 まず、県道野田長内線の崩落箇所の復旧状況につい

でありますが、道路管理者であります県北広域振興局

によりますと、改良工事及びロックシェッド改修工事

のため、平成28年３月31日まで全面通行どめとしてい

たが、平成28年１月19日の波浪により、さらに被害に

発生し、通行どめ期間を平成28年７月20日まで延長し、

崩落箇所の復旧工事を行う予定であり、現在、詳細設

計が完了し、工事契約及び関係機関との協議を進めて

いるところであると伺っております。 

 市といたしましては、交通の安全が確保されるよう、

引き続き早期完成を県に要望してまいります。 

 次に、県道侍浜停車場阿子木線の整備についてであ

りますが、本路線の道路拡幅につきましては、岩手県

に対し、従来から重点事項として整備促進を要望して

きているところであります。当該路線の改良整備につ

きましては、道路管理者である県北広域振興局から、

交通量の推移や公共事業予算の動向等を見きわめなが

ら検討していくこととしているが、全線にわたり道路

用地に余裕がないため、応急的な拡幅対応も難しい状

況である。また、冬期間の通行につきましては、道路

幅が狭くなっている場合は、拡幅除雪等により通行の

確保をしていくと伺っているところであります。 

 市といたしましては、安全かつ円滑な交通が確保さ

れるよう引き続き要望してまいります。 

 次に、市道二子小袖沢線の整備状況についてであり

ますが、昨日の市民共同代表、小倉議員にお答えいた

しましたとおり、当該路線の整備は重要課題として捉
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えております。現在、筆界未定地を迂回するルートを

検討しておりますが、今後におきましても、より有利

な財源の確保を含め、引き続き検討してまいります。 

 次に、市道小久慈線の渋滞解消についてであります

が、市道小久慈線と国道281号との長内橋交差点は、

小久慈方面から長内橋方面への大型の右折車両も多く、

朝夕に渋滞し、歩行者等の安全と円滑な交通に支障を

来している状況であると認識しております。渋滞対策

につきましては、右折レーンを含めた交差点改良が有

効であると考えており、新年度において調査検討を進

めてまいります。 

 次に、久慈駅前と川崎町を結ぶ道路についてお答え

をいたします。 

 現在、川崎町から久慈駅西側へ車で避難可能な市道

は二つのルートがありますが、そのうち、ＪＲ八戸線

を踏切で横断する市道二十八日町新井田線につきまし

ては、今年度、踏切の拡幅工事を完了し、歩行者と車

両が余裕をもって通行できる状況となり、一部狭隘で

あった区間の改善が図られたところであります。 

 久慈駅前と市道久慈駅東口線を結ぶ道路につきまし

ては、その施工方法などについて、鉄道２社との技術

的な協議はもちろん、限られた施設の利用に係る協議

等も必要であり、どのような工法となりましても、多

額の事業費と多くの課題があることから、専門の学識

経験者等から意見を聞くなど、引き続き検討を行って

まいります。 

 次に、国道281号山口地区の歩道整備の進捗状況に

ついてでありますが、道路管理者であります県北広域

振興局からは、昨年12月に用地補償説明会及び契約会

を開催し、同意していただいた方から用地補償契約の

締結を進めているところであり、来年度も引き続き、

用地補償契約の締結を進め、一定の用地取得が完了し

たところから、工事を進めていく予定であると伺って

いるところであります。 

 次に、総合防災公園整備事業についてお答えいたし

ます。 

 平成27年11月17日に議会の議決を経て契約した工事

の進捗状況についてでありますが、園路延長約573

メートル、多目的広場２カ所、調整池２カ所等の整備

を進めるため、現在、流木の伐採、現地の測量等を実

施しているところであります。 

 今後の見通しといたしましては、引き続き、社会資

本整備総合交付金の復興枠を活用し、平成31年度の完

了を目指して事業を進めてまいります。 

 後に、応急仮設住宅についてお答えをいたします。 

 現在、当市の応急仮設住宅は、旧長内中学校跡地に

２棟10戸が設置してあり、本年５月に供用が終了する

こととなっております。なお、活用策については今後

検討を行ってまいります。 

 以上で、創政・公明クラブ代表、山口健一議員に対

する私からの答弁を終わります。 

○議長（中平浩志君）  加藤教育長。 

    〔教育長加藤春男君登壇〕 

○教育長（加藤春男君）  創政・公明クラブ代表、山

口健一議員の教育行政についてのご質問にお答えをい

たします。 

 初に、学校の統廃合についてでありますが、これ

まで平成20年度に10カ年計画で策定した学校再編のた

めの基本方針に沿って計画を進めてきたところであり

ますが、児童生徒数の減少がさらに見込まれる中、教

育の質の向上を目指すため、現計画の見直しも含め、

学校の適正配置について検討すべきと考えております。 

 平成28年度から各地区の保護者や地域住民との意見

交換会等を実施して検討を進めてまいります。 

 次に、総合運動公園整備事業についてお答えをいた

します。 

 総合運動公園整備事業の今後の進め方についてであ

りますが、昨日の新政会代表、上山議員にお答えしま

したとおり、平成28年度から基本計画策定業務に着手

する予定としております。 

 以上で、創政・公明クラブ代表、山口健一議員に対

する私からの答弁を終わります。 

○議長（中平浩志君）  再質問、関連質問を許します。

18番山口健一君。 

○18番（山口健一君）  答弁大変ありがとうございま

した。何点か再質問させていただきます。１番目の消

防団員の確保についてでありますけれども、この前、

事務事業説明会でもありましたように、職員の方々も

積極的に消防団員に入るよというふうになってます。

現在入っている方が何人いらっしゃるのか、また、実

質的には、今消防団、先ほど市長から答弁あったよう

に、95％近くあるわけですが、多分高齢化していると

思います。なかなか若い方が入ってこない。そういう

意味では、職員が支所とか公民館等にいるわけですが、
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そういった方々にもぜひ消防団に入っていただいて、

地域の活躍になれればいいか、なかなか普段仕事をし

ている人たち、地元にいない方も多くて、その火災が

起きたときには、対応がなかなか難しい部分があるか

もしれませんが、そういったことも含めて、今後の進

め方をどのように考えているのかお伺いいたします。 

○議長（中平浩志君）  勝田総務部長。 

○総務部長（勝田恒男君）  市職員の消防団の人数と

いうことですが、人数についてはちょっと資料を取り

寄せからご答弁させていただきます。 

 あと高齢化についても、高齢化がもう進んでいる状

態だというふうに認識しているところでございます。

その確保対策でございますけれども、先ほど市長から

も申し上げましたとおり、待遇改善を図りながら、Ｐ

Ｒ活動を通じて募集していきたいと。あとかつて機能

別消防団というふうなご提案もございました。ただ、

機能別については、いい面と悪い面それぞれあるとい

うことで、今、久慈市は充足率が高いほうでございま

すので、高いうちは、基本団員の募集でもって対応し

ていきたいと。 

 あと先ほどの市職員の消防団員の数ですが、51名だ

そうでございます。それで、市としても、職員の勧誘

についてもこれから進めていきたいというふうに考え

ているところでございます。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  18番山口健一君。 

○18番（山口健一君）  積極的に進めていただければ

と、職員の方については思います。 

 それから、今、消防団員の中で、結構よその自治体

でも、女性も入っている方もあるようです。やはり、

男女共同参画の中で、そういった女性消防職員、また

は消防団員も積極的に登用していくような形をとって

いただければと思いますが、その辺についてもお伺い

いたします。 

○議長（中平浩志君）  勝田総務部長。 

○総務部長（勝田恒男君）  消防団の話し合いの中で

も、これからはやっぱり女性団員をふやしていかなけ

ればならないなというふうなことは話の中で出ている

ということで、女性消防団の確保についても努めてい

きたいというふうに考えます。 

○議長（中平浩志君）  18番山口健一君。 

○18番（山口健一君）  時間もないので、余り細かい

のは。７番のいわて国体についですが、先ほど市長の

答弁からだと、よそから来る方々にきれいなまちとい

うことで、花いっぱいというふうな形でやるというお

話ですが、そういった花の苗とか、各町内会にそうい

ったものは要請があれば、どんどん支給していくとい

う形をとるのかどうか、その辺についてお伺いいたし

ます。 

○議長（中平浩志君）  一田総合政策部長。 

○総合政策部長（一田昭彦君）  市長が答弁いたしま

したが、花いっぱい運動等につきましても、今年度も

実施しておりまして、いろいろな団体、それから、町

内会等の要請に基づきまして、余裕があればこちらか

ら苗とか、そういう部分は提供しているところでござ

いますし、今後とも、そのような形で取り組んでまい

りたいと考えております。 

○議長（中平浩志君）  18番山口健一君。 

○18番（山口健一君）  できるだけ、私も大川目に住

んでますから、山形町とか入ってくる方、また、南か

ら来る方もあるかと思うんですが、そういった方には、

きれいにまちというイメージを残していただけるよう

に、しっかりと対応していただきたいと思います。 

 次に、８番の子育て支援の中で不妊治療についてで

ありますけれども、先ほど市長答弁ですと、国も今回

強化するということで、なかなか不妊治療も、先ほど

の答弁ですと、21年４件から、27年は20件と大分ふえ

ているようです。不妊治療というのは、１回か２回で

なかなかできないということで、長期にわたってやる

場合も含まれていると思うんですが、１回で打ち切り

じゃなくて、２年、３年と長く続けていくことも大事

じゃないかと思いますが、その辺について、当市の状

況についてお伺いいたします。 

○議長（中平浩志君）  和野生活福祉部長。 

○生活福祉部長（和野一彦君）  不妊治療の件でござ

います。これは、先ほど市長答弁でも申し上げました

が、平成21年度は４件でございましたが、平成27年度

は20件というふうにふえております。また、出産の実

績でございますけども、平成25年が１人出産、26年が

２人出産、27年度が2人出産予定ということでござい

まして、こちらのほうの実績も上がっております。回

数のほうも制限がございますけども、これも、国、県

に準じて回数のほうも見ていきたいというふうに考え

ております。 
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 以上です。 

○議長（中平浩志君）  18番山口健一君。 

○18番（山口健一君）  ありがとうございました。次

に、人間ドックの助成拡大についてでありますけれど

も、先ほど市長答ですと、 近減少傾向にあるという

ふうなお話でした。私も毎年利用させていただいてお

りますけれども、やはり、毎年受けることによって、

自分のどういった病気の経歴というのがわかって、す

ごくそういう面では、健康管理に役立つ制度かなとい

うふうに思います。以前は、合併する前は５分の４の

５万円までが上限だったわけですが、合併して、山形

町にはそういった制度がなかったということで、今３

万円上限で２分の１になっているわけですが、ぜひと

もＰＲもして、健康管理、やはり、病気になってくる

と治療費も嵩んで、やっぱり社会保障が膨らむという

のは当然ですから、予防が一番大切ではないかという

ふうに思います。 

 もう一つ、私も去年、脳ドックを受けましたけども、

やはり、人間ドックと脳ドック合わせて補助をされて

いるということで、これも私実はわからなかったんで

すが、多分いい制度だなというふうに思います。 

 実は、人間ドックだと２万円ぐらいの助成ですけど、

脳ドックをすれば３万で、脳ドック自体が４万幾らか

かるわけですが、合わせれば個人負担で４万ぐらいで

済むということになれば、大変、今、脳梗塞で久慈地

域が結構発症数が高いということで、その予防には、

やはり脳ドックが一番大切じゃないかと思います。い

ろんながん、女性のがん等でも、隔年とか５年ごとに

やるとかって、そんな制度があるわけなんですが、脳

ドックに対しても、例えば65歳、それから70歳とか、

そういった節目について、しっかりとケアができれば、

予防につながるんじゃないかと思いますけども、その

辺の考え方についてお伺いいたします。 

○議長（中平浩志君）  和野生活福祉部長。 

○生活福祉部長（和野一彦君）  人間ドック、それか

ら脳ドックの件でございます。 

 現在、市といたしましては、脳ドックのほうも、こ

れは、人間ドックに合わせて受診する場合は、脳ドッ

クも補助の対象にしておりますが、これにつきまして

も、単独で実施できないかどうか、それも検討してみ

たいと思います。 

 やはり予防、これが一番大事であります。予防して、

健康寿命を延ばすというのが、一番の命題でございま

すので、これにつきましては、その命題を達成できる

ように、皆さんが積極的に受診できるような環境をつ

くってまいりたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  18番山口健一君。 

○18番（山口健一君）  ありがとうございました。ぜ

ひとも検討していただいて、やはりそういった節目節

目できちっとケアできれば、その梗塞になった方々は、

本人だけでなくても、家族も大変苦労するということ

が目に見えてわかっていますので、ぜひそうやって検

討していただいて、できるように頑張っていただきた

いと思います。 

 次に、観光振興についてでありますけれども、今、

滞在型観光っていう、なかなか実は、今、そういった

工事関係者もあって、宿泊施設が足りないという部分

で、この前も、議会でも、東京のほうから来た議員が

泊まれないで、結局、八戸へ泊まったという部分もあ

るようですけど、今、国体等も含めて、そういった事

態で、やはり観光に来ても宿泊施設がないっていうこ

とで、今、先ほどの市長答弁ですと、「とまりーな」

という民泊を推進ということですが、やはり準備はす

ぐにはなかなかできないと思いますが、具体的に国体

等なんかに向けて、滞在型の観光にするため、やはり

宿泊がしっかりしていないと、なかなかできない部分

はあるかと思います。 

 やはりうちには、山形とか山根があるわけですが、

その辺の今の施設の宿泊の状況というのはどういうふ

うになっていますか、その辺についてお伺いいたしま

す。 

○議長（中平浩志君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  市内の宿泊施設の状

況ということでございまして、全体では、ちょっと今、

手元に正確な数字はございませんが、1,000名を超え

る程度の宿泊キャパになっているというふうに捉えて

おります。 

 その中で、国体対応というふうなお話もございまし

た。これについても、先週、役員等については、おお

むね確保できる見通しというふうになっておりますが、

ただ、応援とかチームに帯同する例えば家族とか、そ

ういった方々については、なかなか市内、あるいは管

内のところでは収容し切れないのかなというふうなと
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ころもございます。 

 いずれにいたしましても、現状、市長答弁でもお話

し申し上げましたとおり、なかなかに、通常でも確保

できない面があるというふうに伺っているところであ

りまして、今後、その宿泊施設の誘致等も視野に入れ

ながらというふうなところで、確保に努めてまいりた

い。そして、滞在型観光というものを、しっかりと広

げていきたいというふうに考えておりました。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  18番山口健一君。 

○18番（山口健一君）  今、山根とか山形の宿泊とか、

後でお知らせ願えると思いますが、今、滞在型観光と

いうことで、観光協会、または行政、官民一体となっ

て、やはりいろんなメニューを考えて、ここであれば、

琥珀とか小久慈焼とかいろいろあるわけですが、そう

いったものをつくりながら、やっぱり琥珀のブローチ

を自分でつくって、やはりやるってなると、すぐには

できない。 

 そういうふうにすれば、やはりしっかり石を選んで、

とって、磨いてつくっていく、そういたメニューも必

要ではないかと思いますが、そういったメニューの考

え方、官民での連携の仕方というのは、どのよううに

考えていますか。 

○議長（中平浩志君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  なかなかに特効薬は

ないというふうなお話でございます。そのとおりだと

思っております。 

 そういう中で、現在、民泊といいますか、体験学習

等の受け入れをしている中で、ここ数年、侍浜地区に

も、相当に民泊できるというか、受け入れる農家なり

ふえてきているというふうな状況があります。 

 これにつきましても、さらに拡大していきたいとい

うふうなことも考えていますし、今、考えているのは、

新たに夏井地区に展開できないか。もちろん、既存の

侍浜とか山形地区についてもふやしていきながら、さ

らなるエリアの拡大ということも考えていきたいとい

うふうに思っておりますし、さらには、昨年でござい

ますが、横浜から三百五、六十名の高校生の受け入れ

を行ったという中で、洋野町との連携によって収容し

たと、対応したというふうなこともございまして、そ

の辺の連携についても、スムーズにできたという実績

もありますので、その官民の部分、さらには、その広

域連携というふうなところで、対応できればというふ

うに考えております。 

 いずれ、おっしゃるとおり、特効薬はないと思って

おりますが、そういった宿泊関係の組織がございます。

そちらのほうとも相談しながら、新たな宿泊施設の誘

致等も、あるいは既存の展開している事業者さんの、

さらなるキャパの拡大等についても、ご協議申し上げ

ていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  18番山口健一君。 

○18番（山口健一君）  ありがとうございました。 

 体験型メニューについては、まだいろいろ思策しな

がら、やはり通過型じゃなくて、今後、また北海道新

幹線も開通するわけですので、そういった北海道にま

た向けて、三鉄、八戸を使って、久慈にぜひ泊まって

いただいて、しっかりいくような方向も大事じゃない

かなと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それから、時間もないですので、歩道整備について

でありますけれども、今、281号山口地区が、今、ち

ょうど、用地交渉をしているということで、なかなか

１軒か２軒、まだちょっと難しい部分があって、なか

なかできないようですが、さらにできるように進めて

いただきたいと思います。 

 以前にも、森地区の話、建設部長に１回、前にもご

答弁いただいておりますけど、やはりあそこはもうや

っぱ共有地とかそういったので、なかなかできないと

いうふうな話があって、できるものであれば、側溝が

入れば、その側溝の分だけ道路が広くなって、そこに

は大分いいというふうなお話して、検討してみるとい

うふうなお話もございましたが、その点についてはど

うなっていますか、その辺についてお伺いいたします。 

○議長（中平浩志君）  中森建設部長。 

○建設部長（中森誠君）  中学校からの通学路で、ち

ょうど境、道路と民地までのちょっと砂利部分がある

ということで、そこに側溝を入れてはどうかという質

問だったと思います。 

 そこの点につきまして県のほうにお伺いいたしまし

たら、その境そのものが、ぎりぎりの状態の部分もあ

るということで、今現在、歩道をつくるための事業を

進めているので、そのほうをまず 初に進めていきた

いというふうに伺っております。 

 以上です。 
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○議長（中平浩志君）  18番山口健一君。 

○18番（山口健一君）  後に、教育長のほうにお尋

ねいたします。 

 学校統廃合についてでありますけれども、教育長答

弁ですと、28年度から、やはり生徒数も減少が当初の

予定よりか大分進んでいるのかなというふうに思いま

す。 

 そこで、今年度から、保護者等を通じて説明会を開

いていくということですが、将来的な何年先までとい

う子供の数というのは把握できていますか。将来的に

どの程度の学校規模が統廃合の対象になるのか、その

辺についておわかりであればお願いいたします。 

○議長（中平浩志君）  澤里教育部長。 

○教育部長（澤里充男君）  児童生徒の人数、減少は

どの程度進んでいくのかということでございます。 

 これは、あくまでも私どもの推計でございますけれ

ども、今年度の５月１日現在で、小中学校合わせて

2,896名でございました。 

 それで、今、今度、いろいろご意見を聞きながら、

新たな計画等を作成していきたいというふうな観点か

ら、いろいろ推計をしているんですけれども、平成34

年度あたりまで、今、推計をしているんですけれども、

それでいきますと、大体2,560名前後になるのかなと

いうふうな推計をしているところでございます。 

 それで、どのような学校の規模とか配置とかという

部分になりますけれども、それについては、文科省の

ほうからは、いわゆる望ましい学級数の考え方とか、

それから通学距離とかそういった部分が出ております

けれども、やはり地域でそれぞれの事情がありますの

で、そういった部分は、これから、来年度から地域に

入っていろいろご意見を伺いたいと。 

 その中で、それを含みまして、総合的に検討してい

かなければならないということですので、規模につい

ては、現在のところ、まだ申し上げる段階ではないの

かなというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  18番山口健一君。 

○18番（山口健一君）  今、30年過ぎまで推定してい

るということですが、具体的には、どれぐらいの子供

数で、学級数で、統廃合の対象になるかというのは、

まだこれからの検討事項だと思いますけれども、やは

り子供たちの学習が、少人数は少人数でのいい部分も

あるかと思いますけれども、なかなか急にまた大きい

学校に行った場合とか、なかなか難しい部分があると

思いますので、今年度から、そういった各地区に入っ

て、保護者に説明するということですので、それらを

含めてしっかりと対応できるように、住民が納得でき

るように説明できればと思いますので、以上で質問を

終わります。大変ありがとうございました。 

○議長（中平浩志君）  ９番二子賢一君。 

○９番（二子賢一君）  山口議員の一般質問に関連を

し、質問をします。 

 質問項目の10番の（２）市道整備についてでござい

ます。①番でございます。県道長内野田線の通行止め

が、３月31日で解除になるという話だったんですが、

低気圧により、７月20日まで延長になったというよう

なことで、大変地元の方は落胆的な気持ちを持ってい

るというようなことでございます。 

 その中で、この市道の問題は、地域にとっても大変

重要な問題と認識をしているようでございます。 

 先ほど市長の答弁によりますと、財源確保をして早

急に対応したいと、重要であるということをおっしゃ

っておりましたけども、もう一度、確認をしたいと思

います。 

○議長（中平浩志君）  中森建設部長。 

○建設部長（中森誠君）  二子小袖沢線でございます。

これは、議員おっしゃいますとおり、県道野田長内線

が、たびたび波浪とかということで通行止めになると

いうことで、この小袖、それから久喜、三崎、こちら

のほうが本当に孤立状態になるということで、これら

を解消していく部分で、大変重要な路線であるという

認識を持っております。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  ９番二子賢一君。 

○９番（二子賢一君）  重要というふうなことでわか

るんですが、市道のほうの舘石平沢、区域におきまし

ても、地域の方々は、いつできるだろうかという思い

を持ちながら、日々を過ごしているというのが現状で

ありまして、財源確保というふうなことは、大まか、

いつごろというふうなことが、もし言えるようであれ

ばお願いしたいと思います。 

○議長（中平浩志君）  中森建設部長。 

○建設部長（中森誠君）  大変財源確保は難しい状況

でございますけれども、できるだけ早く財源確保をし
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たいと、そのように努めてまいりたいと思います。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  ９番二子賢一君。 

○９番（二子賢一君）  実は、５年前の３・11の当時、

本署の消防車両が二子地域内に孤立をしまして、何日

かとまったというふうな実例があります。ご承知でし

ょうか。 

○議長（中平浩志君）  中森建設部長。 

○建設部長（中森誠君）  そのような状況だったとい

うことは、承知しております。 

○議長（中平浩志君）  ９番二子賢一君。 

○９番（二子賢一君）  そのようなことを踏まえまし

ても、もし、救急車両、命にかかわることであったら

どうなったんだろうかというふうなことも含めますと、

やはりどうしてもこの道路の確保というものが、しっ

かりと整備をしてもらわないとという思いであります

が、その辺を再度、粘り強く財源の確保に当たってい

ただきたいと思っております。 

 それと、次に、質問項目の８番の（２）学童保育施

設につきまして質問させてもらいます。 

 おかげさまで、28年度の予算の中に、長内学童の新

設が決まったということでございます。 

 そこで、長内学童のみならず、小久慈学童も教室の

空間が狭いというふうなことで、大変苦労されている

という話も聞いております。 

 そして、28年度の予算の中で、新設をされていくこ

とだろうと思っておりますが、新設に当たりまして、

子供さんの目線で、しっかりと計画を立て、実行に移

していただきたいなと思っているところでありますが、

よろしくお願いします。 

○議長（中平浩志君）  和野生活福祉部長。 

○生活福祉部長（和野一彦君）  長内学童の整備とい

うことでございます。新年度予算で措置されまして、

新年度、整備したいということでございますが、補助

金の内示が６月か７月ごろということでございまして、

その後、設計に入りまして、設計が完成するのは約３

カ月間ということで、９月ごろを予定しております。

その後、工事が５カ月と見ておりまして、来年の２月

に完成というふうな見込みでおります。 

 これにつきましては、できるだけ早く、２月と言わ

ず、１月、12月にでも、完成できるような方策でもっ

て進めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  ９番二子賢一君。 

○９番（二子賢一君）  そのように早急に完成するこ

とを願っています。よろしくお願いします。 

 以上で質問を終わります。 

○議長（中平浩志君）  10番下川原光昭君。 

○10番（下川原光昭君）  山口議員の一般質問に関連

をして質問をいたします。 

 まず、３番目の市長公約の達成状況は、先ほど答弁

をいただきました。この２年間で、子育て支援から副

市長１人制とか答弁いただきました。そして、後期に

ついては、公約実現に向けて取り組んでいくというこ

とであります。 

 それについては、皆さんも、市長就任以来、待ち望

んでいることだと思いますので、スピーディーな実現

に向けて取り組んでほしいなと思いますが、市長施政

方針演述28年度ですが、その中に、おまかせ民主主義

というのは初めて聞くんですが、具体的な思いとかと

いうのが聞けたらいいなと思っています。 

○議長（中平浩志君）  遠藤市長。 

○市長（遠藤譲一君）  おまかせ民主主義という、こ

れ、いわゆるというふうになりますけども、トップに

頼めば何とかなるだろうと。まちづくりをどうするか、

将来構想事業の誘導等を含めて、これは久慈市である

と久慈市長が考えて、久慈市長が何とかするだろうと

いうふうな意味で使いました。 

 現在、地方創生が叫ばれておりまして、全国、人口

が減る、少子化が進むと状況の中で、やはり頑張って

いるという市町村地区がございますが、そういったと

ころは、トップのリーダーシップは、当然、必要なん

ですけども、独断専行ではなくて、住民、あるいはそ

の関係者のご意見をしっかり聞きながら、方向づけを

するというところが、成功事例として上げられている

ところです。 

 久慈市におきましても、各地区、地域ごとを見まし

ても、やはり少子化が既に進んでいるところが多ござ

います。小中学校の統廃合、これが俎上にのりますの

も、やはり子供たちがどんどん減っていくと。比較的

子供たちが集まるのが中心部ということになりますけ

ども、そういった子供たちが減る、人口減少が進む、

あるいは空き家がふえると、そういったところをどう

するかの対策を、市役所に任せれば何とかなるじゃな
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いかという時代ではないと思っております。 

 それぞれの地域がいいものを持ちながら、でも、現

状としては厳しくなっていると。この原因はどこにあ

るんだろうと。それぞれの地域が魅力あるものにする

ためには、やはりそこに住んでいる方が、一緒になっ

て考えて方向づけをして、そして具体的な事業を決め

た暁には、それにやっぱり住民の皆さんが参加すると。 

 市役所で考えて、市役所が決めて、そして市役所が

やると。住民は、私たちは、それに対して物申すとい

うことだけでは、決してうまくいかない。その状況が、

この久慈市の状況だというふうに思っております。 

 言葉としてはちょっときつかったかと思うんですけ

ども、一緒に考え、意見のある方は、やはり意見を述

べてくださいと。でも、ぜひそれについても、この久

慈をどうするか、自分の住んでいる地区をどうするか、

ぜひ前向きな意見をいただきたいというふうに思って

おります。 

 人の非難、あるいは行政に対する非難合戦では、い

いものは生まれませんので、前向きに、ここを本当に

どうするのかと。放っておくと、自分のところから学

校がなくなると、なくなりかねないという、皆さん、

そういう認識はお持ちだと思いますので、やっぱり子

供がふえるにはどうするか、若い人たちが、自分たち

の子供たちが、孫たちが、自分の地域に残って生活を

していくためには、自分の地域はどうすべきかという

ことも、どんどんご意見をいただきたいと。 

 久慈市は、全て地区に任せる気はありません。一緒

に考えましょう。そういうことで、私も地区の公民館、

あるいは支所、もっと現場に入って、現場歩いて、地

元の方と意見交換をして考えていこうと。そういうふ

うな取り組みを進めております。そういう趣旨で、そ

ういうところじゃないと、今の地方はうまくいかなと

いうふうな認識を持っております。 

○議長（中平浩志君）  10番下川原光昭君。 

○10番（下川原光昭君）  今、思いのことを聞かせて

いただきました。 

 確かに、住民の方と意見交換しながら持っていくと

いうのは、今も前もそうだったと思っておりますが、

ただ、いつまで、この市民の声をどこでとめんだとい

うのがないと、その実現が遅くなるわけですよね。 

 だから、ある程度、いつまで話しても、物が達成で

きないんですよね。どこでとめるか、あと、市長の判

断だと思うんですが。 

 これは、やっぱりスピーディーに実現していくため

には、どっかで打ち切りなきゃなんないわけですけど

も、いずれ、その話し合いの中でどういうふうに物語

ができていくのかは、そのときでないとわかんないと

思うんですが、いずれにしても、ちょっと、この２年

間、市長のあれを見ていると、市民の声を聞くという

のはすばらしいことですけども、なかなかスピード感

がないというのが、私は感じておりますけども。 

○議長（中平浩志君）  遠藤市長。 

○市長（遠藤譲一君）  時間設定なしでご意見を聞い

ているわけではございません。駅前整備についても見

直しを行いました。これは整備の期限が決まっており

ますので、もうこれについては、ワークショップ等も

開催して、ご意見を聞いて、そして国に対する本要望、

事業内容の見直しを行いました。 

 ただただ聞いているわけではございません。総合防

災公園事業についても、国とも関係ありますので、こ

れについても、変更手続は終わりました。やるべきこ

とはやっております。 

 ただ、限られた時間の中で意見を聞くものと先ほど

お話ししましたが、それぞれの地区をどうするのかと

いう、そういう長期的なものについて、こういったも

のは継続してやるべきだと思っております。 

 ただ、久慈市といたしましても、予算を持って単年

度で進めておりますので、その時々でやるべきものを

こちらも提案しておりますけども、継続して、これか

ら自分のところ、宇部をどうするのか、侍浜をどうす

るのか、山形をどうするのか、大川目をどうするのか、

これはもう日頃からの意見交換。ただ、決めるべきも

のは決めて、予算を計上して、議員の皆様にご意見を

頂戴したいというふうに思っております。 

 議会に対しても、事務事業説明を従来に比べて、か

なり力を入れてやっていると思っております。情報は

提供する、議員の皆様からもご意見をいただく、この

やり方を住民に対しても求めております。 

 やるべきことはやっております。総合運動公園につ

いても、場所は決めました。何も決めないで、ただた

だ意見を聞いているわけではないので、それについて

はしっかりと認識をいただきたいと思います。 

○議長（中平浩志君）  10番下川原光昭君。 

○10番（下川原光昭君）  いずれにしても、この２年
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間、またどうぞよろしくお願いいたします。 

 次に、第２期中心市街地ですけども、30年度完成と

いうことでなっております。駅前のまちなか水族館が、

今年度、この３月で使用できなくなるということです

が、その後の街のにぎわい、回遊性等々、28年度から

どのような計画になっているのか、お聞かせを願いま

す。 

○議長（中平浩志君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  第２期中心市街地活

性化計画にかかわって、まちなか水族館のことでござ

いました。 

 ご指摘のとおり、現在のまちなか水族館につきまし

ては、今年度、今月中で物件の貸借契約が満了すると

いうことで、その後の展開につきましては、まちなか

水族館とすれば、やはり現状の維持管理費等の状況、

あるいは４月23日には、新たな、もぐらんぴあがオー

プンする予定というふうなところで、やはり水族を伴

ったものは、サテライトというふうなことも検討して

きた経緯もございますけれども、なかなかに厳しいの

かなというふうに考えております。 

 そういった中で、30年度までかかる今の２期計画、

そうしますと、31年度から新たな駅前の複合施設、拠

点施設が供用、活用できるというふうなことになろう

かと思いますが、その間のおよそ３年間、この街の回

遊性なりにぎわい創出、そういったものをどうしてい

くかということにつきましては、非常にハードルの高

い問題だというふうに思っておりますが、いずれ、今

の２期計画の中で、いろいろとソフト事業、メニュー

を取り組んでおります。これらを組み合わせながらや

っていくということになります。 

 あと一点、既存の駅前にあります大判小判でありま

すとか、街なかにあります、あまちゃんハウス、こう

いったものが、現状の中でなかなか機能をしていない、

十分に機能が果たされていないというふうな認識もご

ざいますので、その辺の再構築といいますか、ソフト

事業の再構築についても検討してまいりたいというふ

うに思っておりまして、いずれ、何とかおいでいただ

く観光客の皆様方に、少しでも町の印象というもの、

いいものを持っていただきたいし、市民の皆様方にも、

ぜひこの中心市街地というものを意識して、足を運ん

でいただけるようなまちづくり、ソフトづくりに取り

組んでまいりたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  10番下川原光昭君。 

○10番（下川原光昭君）  このにぎわいを創出した、

街中のまちなか水族館というのがなくなるというのは、

地元の方々も、大変もったいないことだなと思ってい

るでしょうけども。 

 あと一つだけ私、提案したいんですが、この中心市

街地のにぎわいということで、去年、お祭りの前夜祭

を駅前の広場でやったんですが、八戸は道路を全部使

って、通行どめにできる区間を全部山車を並べて、１

カ所だけじゃないというのがあるんですよ。 

 そうすると、去年も私、見ましたけども、やっぱり

山車が入って、山車関係者の方もいて、子供たちもい

て、観光客とか住民の方が、そこにがっと集まると、

みこしが練り歩けなかったという状況もあったし、そ

うすると、イメージにすると、そこの広場と駅前側の

道路を私は、通行どめで活用できるのではないかなと

思っていますので、それは提案ですので答えはいいで

す。 

 あと、11番の総合防災公園ですけども、多目的広場

が４つあるわけですけども、大きいところが立成地区

に二つで、小さいのが頂上付近と中間に一つずつある

わけですけども、この小さいスペースの多目的広場の

活用というのは、どういうふうに考えているのかお願

いします。 

○議長（中平浩志君）  中森建設部長。 

○建設部長（中森誠君）  今、議員おっしゃいました

とおり、小さい広場が二つあります。福祉の村のほう

でございますけれども、これは今までも、福祉の村で

さまざまなイベント等が行われていると思います。そ

ういったものの、一緒に公園として利用できないかな

というふうに考えております。 

 あと、ちょうど山の頂上付近に平場というか公園、

予定しておりますけれども、ここにつきましては、ま

ず多目的ということで、将来的に、もし被災等あった

ときに、空からの移送等、そういったものに活用でき

るかとは思っておりますけれども、その平時の使用に

ついては、これからいろいろ詰めてまいりたいと思い

ます。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  10番下川原光昭君。 

○10番（下川原光昭君）  総合防災公園ということで
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すので、自然災害があったとき、活用できないとだめ

なわけですけども、次の12番の仮設住宅に、これ絡む

んですけども、10戸あると。この10戸をまだ活用策は

決まっていないということですけども、私は、この10

戸をこの防災公園の中に移設をして、いろんな災害が

あるわけです、土砂災害もあれば、いろんな。そこに

困った人たちをここの仮設住宅に一時避難してもらう

というのは、考えたことがあるのかないのか、ちょっ

と聞かせてほしいです。 

○議長（中平浩志君）  中森建設部長。 

○建設部長（中森誠君）  今、旧長内中学校の跡地に

あります仮設住宅２棟、10戸分でございますけれども、

まずこれ、今、活用先について、今後、詰めていきた

いとは思っておりますけれども、何分、プレハブつく

りでございまして、結露が出たり、なかなかに、これ、

移設するにも、解体、また組み立てということになり

ますと、多額の費用がかかると。 

 それらと比べて、逆に、普通の木造等で新設したら

どうだろうかと、さまざまな検討が必要になってくる

と思いますので、一つの案として、これから研究して

まいりたいと思います。 

○議長（中平浩志君）  10番下川原光昭君。 

○10番（下川原光昭君）  多額の費用がかかるという

のがあって、でも活用策はまだ決まっていないという

のがあって、そうすると、まだ防災公園としての機能

とすれば、万全だとは私は思っていません。これから、

まだまだ被災した方々をどういうふうにするのかとい

うと、検証もしてありますけども、総合福祉センター

に３・11のとき、多くの方がそこに向かって避難をし

たんですが、でも入りきれなくて、道路、あとは車の

中と、いずれ、そこに入れなかった事実がある。 

 そうすると、今できる道路を使って反対側には行け

るけど、でも、そこの中にも、やっぱり被災した方々

が安心してできるところが、私は必要だというのであ

れば、この活用策は使うべきではないかなと、仮設住

宅の活用策は、私はすべきだと思っております。 

 あと、時間がないので、総合運動公園の話ですけど

も、きのうの副市長の答弁は、国に、今、野球場の使

用延期をお願いしていくんだということを答弁しても

らいましたけども、その可能性については、どのよう

に判断しているのかお伺いします。 

○議長（中平浩志君）  中居副市長。 

○副市長（中居正剛君）  きのうの答弁でも申し上げ

ましたが、相手があることですので、こちらとすれば、

何とかお願いしたいということでお願いしていくとい

うことになります。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  10番下川原光昭君。 

○10番（下川原光昭君）  相手があるからわかんない

という話ですけども、そうすると、８年から９年、総

合運動場の野球場ということがすると、久慈市に野球

場がなくなる期間もあり得るということでよろしいで

すか。 

○議長（中平浩志君）  中居副市長。 

○副市長（中居正剛君）  そういうことになろうかと

思います。それらも想定しながら、教育委員会ではど

のように対応するか。例えば、小中学校の校庭をどう

いうふうに整備できるのか、その辺もひっくるめて、

教育委員会とすれば、例えば野球場がなくなったとき

に、他の近隣の町村の野球場を使えるのかどうか、そ

の辺もひっくるめて、教育委員会とすれば、今、一生

懸命研究しているという、そういう状況でございます。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  10番下川原光昭君。 

○10番（下川原光昭君）  今、教育長、その方向性に

ついてお答えをお願いします。 

○議長（中平浩志君）  澤里教育部長。 

○教育部長（澤里充男君）  ただいま、中居副市長が

答弁したとおり、市の野球場が使えない期間というの

は、どうしても出てくると思っております。 

 その中で、どういった対応ができるかということに

ついては、今、小中学校のグラウンドとか、それから

近隣の野球場等の活用、協力をいだたきたいというよ

うな部分もございますので、そういったところを含め

まして、どういった方向で進めていくかというのは、

検討しているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  10番下川原光昭君、時間がご

ざいません。 

○10番（下川原光昭君）  いずれ、子供たちが一生懸

命取り組んでいるのもあるわけですので、いずれ不安

にさせないように、速やかに決定していただきたいな

と思っております。 

 以上で終わります。 
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○議長（中平浩志君）  11番桑田鉄男君。 

○11番（桑田鉄男君）  山口議員の一般質問に関連し

て、何点か質問をさせていただきます。 

 質問項目の２番の低気圧災害についてでございます。 

 いずれ、２月３日の資料をいただいたわけでござい

ますが、それ以降はふえていないということで、安心

をしたところでございます。 

 答弁にもございましたとおり、国の災害査定を受け

て行う分、そして、あと市単独で行う分、あるという

ことでございましたが、いずれ、市単独で行う分の中

小機構で整備をして、市が今、管理していると思うん

ですが、仮設の倉庫、これら等につきましては、６月

末とか７月に入れば、ウニのむき身作業等でも使って

いたところもございまして、いずれ、その時期までに

は、何とか復旧をしていただきたいという声がござい

ますが、その見通しについて、まずお尋ねをしたいと

思います。 

○議長（中平浩志君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  １月の大雪波浪の被

害によりましての中小機構で整備いただいた、現在、

市の所有になっている倉庫等の復旧見通しでございま

すが、今回、補正予算にも計上させていただいておる

というふうなことで、いずれ、今、議員おっしゃられ

たような時期までには、復旧できるように努めてまい

りたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  11番桑田鉄男君。 

○11番（桑田鉄男君）  よろしく、またその点はお願

いしたいと思います。 

 あと、実はこの被害状況の調査の状況については、

出てきていなかった部分なんですが、１月の末だと思

ったんですが、教育旅行関係の研修会がございまして、

山形町地区のお母さん方と盛岡に一緒に行ってまいり

ました。その話の中で出たのは、山形町地区、特に停

電が３日、４日なりますか、長かったということで、

いわゆる給湯器、ボイラーの凍結、電気がいかなかっ

たことで、凍結防止が働かなかったからだと思うんで

すが、結構あったというふうな話を聞きました。その

状況について捉えておりましたら、お尋ねをしたいと

思います。 

○議長（中平浩志君）  大森山形総合支所長。 

○山形総合支所長（大森正則君）  ただいまご質問あ

りましたボイラーの凍結につきましては、結構あった

というふうに消防のほうからも聞いておりますけれど

も、これについては、ちょっと対応は個人でやってい

ただくしかないというふうに考えておりますので、あ

ったことは聞いております。 

○議長（中平浩志君）  11番桑田鉄男君。 

○11番（桑田鉄男君）  災害は、個々の災害といいま

すか、対応は個々の対応になっても、やっぱり被害が

あったときは、こういうのにあれば、やっぱりそうい

った方々も納得するということはないと思うんですが、

こういう状況で載せていただいたなということもある

と思うんで、今後は、その辺も配慮していただければ

と思います。 

 あとは、道の駅整備構想、通告の４番です。 

 今、広域４市町村で勉強会、研究会等をしている状

況ということなんですが、基本的な部分で、その中で、

広域の４市町村でやろうと、必要なんだということに

なっているのかどうなのか、ちょっとその辺。 

 例えば、ここの通告にもあるんですが、隣の野田村

では、独自に道の駅構想もあるというのを議会の答弁

もあったやに聞いておりますので、その辺どうなのか

なという心配もございますので、状況をお尋ねしたい

と思います。 

○議長（中平浩志君）  中居副市長。 

○副市長（中居正剛君）  この道の駅構想については、

久慈広域行政研究会、４市町村の首長が集まって、こ

の道の駅については広域で取り組んでいきましょうと、

そして、勉強会を立ち上げてやっていきましょうやと

いうことで進んでるものでございまして、この前、私、

洋野町の副町長さんのところに行ってまいりました。

副市町村長レベルでのこの会合等を今までやっていま

せんでしたので、首長さん方は首長さん方で内容を詰

めているわけですけども、お互いに副市町村長レベル

でも内容についてきちっと相談してやっていきましょ

うということで、この前、洋野町の副町長さん２人と

お会いして、広域でしっかりと道の駅を構想していき

ましょうと。どこに決まったとしても、それについて

はやはりお互いに協力しあってやっていきましょうと

いうお話をしてまいりました。 

 そして、今度は、私、普代村さん、それから野田村

さんに出かけて日程調整していただいておりますので、

またそこで副村長さん方と胸襟を開いてこの内容につ
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いても相談していくと。 

 そして、３月25日には、首長４市町村長さんが集ま

って、今、各市町村から１カ所ずつ場所が提案されて

おります。それらについて、コンサルでいろんな角度

から検討した結果について、その３月25日の首長会で

またその内容について吟味していくと、そういう今段

階にきております。 

 今、議員さんご心配の野田村さんでは単独の道の駅

をつくるんだということでのご心配だと思うんですが、

それについては、やはり野田村さんは野田村さんで単

独はつくるでしょうと思っております。 

 ただ、この広域の道の駅については、それとはまた

別にやっていきましょうという、そういう意思決定の

もとに進んでるものでございますので、何とか実現で

きるように、事務方としてもやっていきたいというよ

うに考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  11番桑田鉄男君。 

○11番（桑田鉄男君）  安心をしました。いずれいい

方向に進めていただきたいと思います。 

 あと、９番の第２期中心市街地活性化基本計画でご

ざいます。いずれ複合施設の整備等について、民間活

力ＰＦＩの導入等についても検討をしたいということ

だったんですが、その目途とか状況等について何かご

ざいましたら、お尋ねをしたいと思います。 

○議長（中平浩志君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  第２期中心市街地活

性化基本計画にかかわります施設整備の中で整備手法

としてのＰＦＩ事業の導入検討というふうなことで、

今年度実施しております。 

 一定の方向性といいますか、市長答弁でもお話し申

し上げておりますとおり、公が資金を提供すると。そ

して、仮にそのＰＦＩ組織を組織できた場合には、や

はり15年、20年という長期の中で運営をお願いすると

いうふうな中で財政縮減効果が発現されるという調査

結果については得ているところでございます。 

 ただ、参入意向としてなかなか地元の部分の手が少

数というふうなところもありますので、これをＰＦＩ

手法でやるべきなのか、あるいは従来型でやるべきな

のかという点については、まだ方向性を定めていない

ところということになります。 

 ただ、スケジュールがある話ですので、近いうちに

はそういった方向性を決定して、いずれにしても進ん

でいくというふうなことになります。その決定時期に

つきましては、新年度の早い段階というふうに今、考

えているところでございます。 

 あと、ちなみにでございますが、商工会議所とか建

設業協会とか、そういったところでも関心事となって

おりまして、本日、そういった方々への説明会を予定

しているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  11番桑田鉄男君。 

○11番（桑田鉄男君）  あと、教育行政のところにつ

いて、学校の統廃合の関係です。 

 いずれ、前にも計画を立てていましていろいろ進め

てきたと思うのですけれども、ちょっと言い方は悪い

かもしれませんが、難しいところが恐らく進まないで

残っているのかなとそういうふうな感じはしています。 

 やはり学校がなくなるとか、そういうふうなのは、

その地域にとっては非常に大変なことだという認識も

あるようですので、そこら辺はこれまでに統合したと

ころのよかった部分、例えば、10人だったのが20人に

なってこれまでできなかったことができるようになっ

たとか、先ほど登壇者の話にもあったのですが、急に

人数がふえたことによって、とまどいもあるとか、い

ろいろあると思うのですが、やっぱり成果の部分、あ

と反省という言葉は当たらないかもしれませんが、ち

ょっとこういう問題もあったよと、そういう部分も精

査をしながら、今年度から地域に入っていろいろ検討

していくのであれば、お話をすることが必要ではない

かなと思うのですが、考え方についてお尋ねをします。 

○議長（中平浩志君）  加藤教育長。 

○教育長（加藤春男君）  学校統廃合の成果というこ

とでございますが、実は、今、山形町では小学校４校

が集まって集合学習というのをやっております。 

 山形小学校、それから霜畑、小国、来内。５、６年

を集めてやっておりますが、各学校の規模、特に少な

い学校では一桁の学校もありますので、そういう子供

たちが一緒に集まってやりますと、例えば、体育の授

業、数名の学校ではできないサッカーであったり、あ

るいはバレーボールであったり、そういう集団の競技

ができると。それから、音楽につきましては、合唱と

か合奏、さらには仲間関係が広がるというふうなこと

がございます。 
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 小規模校から大きな学校に入りますと、そういうこ

とが当然可能になります。さらには、大きな学校にな

りますと教員が多うございますのである程度専門の教

員が教えることもできるというふうなこともできます。

そういうメリットはたくさんあるというふうに思って

おります。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  11番桑田鉄男君。 

○11番（桑田鉄男君）  今、教育長から答弁いただき

ました。そういうふうな、いい点等も多々あると思い

ます。そういうこともいろいろこの地域の方には話を

しながら、今後はこの統合についても進めていくべき

と思います。 

 というのは、やっぱり私は一定程度の人数を持った

中で学校というのは存在をすべきだということでの話

でございましたので、よろしくお願いをしたいと思い

ます。 

 以上で終わります。 

○議長（中平浩志君）  20番下舘祥二君。 

○20番（下舘祥二君）  山口議員の一般質問に関連を

しまして、何点かお伺いしたいと思います。 

 まず、２番目の低気圧災害について、これの被害状

況を、先ほど、農業、そして水産業、お知らせいただ

いたようですが、これは林業のほうは、森林のほうは

被害がないという解釈でよろしいですか。何か、ちょ

っと聞き漏らしたのか、なかったようですが、ちょっ

と伺います。 

○議長（中平浩志君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  今、１月の低気圧災

害にかかわっての林業被害がどうだったのかというお

尋ねでございますが、実は林業につきましては、民有

林については調査ができていないという状況でござい

ます。 

 なかなかに現場に立ち入れないというふうなことも

ございまして、調査ができていない。その後には、実

際には倒木等によって、電線等に影響があったという

ことがあるわけですが、直接のその林業被害として捉

える部分については、民有林については把握していな

いというところでございますし、それから市有林につ

きましては、監視人等が、もちろんそこもつぶさにそ

こには入れないという面もございましたが、目視した

中では被害は見受けられなかったという状況でござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  20番下舘祥二君。 

○20番（下舘祥二君）  この低気圧の時期すぐは雪も

ありましたし、なかなか入っていけないと、外から見

るぐらいだと思いますが、しかしながら、これほど停

電が２日も３日も続いたと。本当に林業に被害はなか

ったのか、そこを再度お聞きしますが、雪が解けて入

りやすくなった時期があったと思いますが、そのあた

りに入る意思があるかどうか、ちょっとお伺いしたい

と思います。 

○議長（中平浩志君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  市有林については、

先ほどお話ししたように、看守人、こちらのほうで、

その後も調査といいますか、確認しておりますが、見

受けられないというところでございます。 

 あと、その民有林について、林業経営者にとって被

害があったかどうかという点については、特に、市と

して調査に出向くという考え方は現状持っておりませ

んが、逆に言いますと、被害の届け出等があれば、そ

れについては把握しながら、もし何らかの対応が必要

となれば、それは対応してまいりたいというふうに考

えております。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  20番下舘祥二君。 

○20番（下舘祥二君）  これは、市有林も、それから

機関造林もいろいろあるわけですから、当然、被害の

状況というものはきちっと把握して、そしてそれによ

っていろいろ国等の手だてができる部分もあるかもし

れませんし、それは大事なことだと思いますが、その

点、いかがでございますか。 

○議長（中平浩志君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  なかなかに、今回の

雪とか、そういった中で、速やかに調査に入れなかっ

たという点は申し上げたとおりでございますが、いず

れ被害があった、確認できた場合には、何らかの手だ

てができるように、あるいは国・県等の制度も見なが

ら対応してまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  20番下舘祥二君。 

○20番（下舘祥二君）  よろしくひとつお願いします。 

 それから、先ほど、４番目の道の駅整備構想につい
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てでありますけども、ちょっとお伺いしますけども、

これは高速道路が通りまして、久慈市には何カ所のイ

ンターというんですか、おりる場所ができるのか、乗

る場所ができるのか、ちょっとお伺いします。 

○議長（中平浩志君）  一田総合政策部長。 

○総合政策部長（一田昭彦君）  久慈のインターにつ

きましては、侍浜、新たには、それから、現在ありま

す久慈北道路、夏井町宇津目、それと現在の新井田の

ところにあります久慈インター、それと新たに長内町

の芦ヶ沢付近となります。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  20番下舘祥二君。 

○20番（下舘祥二君）  それから、上り下り両方のイ

ンターと、また一方通行のインターとあるという話も

何かあるようですけども、その辺もちょっと教えても

らえればありがたいです。 

○議長（中平浩志君）  中森建設部長。 

○建設部長（中森誠君）  それでは、南のほうから行

きますと宇部インター、これが北の越付近になります

けれども、これがハーフインターで、宇部のほうから

上がって久慈の方面に来ると。久慈の方面から宇部で

おりると。 

 それから、芦ヶ沢、これは上長内との旧45号との接

続付近になりますけれども、こちらは南のほうから来

てるのがおりる、そして南のほうへ上っていくという

ハーフインターになります。そして、先ほど言いまし

たように、久慈インターはフル、両側ということです。

それから、久慈北インターも両方ということになりま

す。 

 それから、侍浜インター、こちらのほうはハーフと

いうことになりまして、南のほうに、要は久慈市内の

ほうに向かってきて、そこからまたおりるというふう

なことになります。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  20番下舘祥二君。 

○20番（下舘祥二君）  ありがとうございました。 

 そして、これは、予定されているのは、いつ完成な

さると把握なさっておるのですか。 

○議長（中平浩志君）  中森建設部長。 

○建設部長（中森誠君）  一応、八戸方面の侍浜のほ

うまでですけども、30年ということで三陸国道さんの

ほうで目標立てて今やっておりますけれども。 

 あと南のほうです。久慈インターから南、野田方面、

そして普代の方面までですけども、今から５年後ぐら

いということになります。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  20番下舘祥二君。 

○20番（下舘祥二君）  そうすれば、先ほど副市長は、

桑田議員に対しての答弁の中で、副市長さんたちの集

まりがありまして、その連絡調整をちょっとやってお

るということですが、その中で目途としてはいつごろ

完成する、話し合いが完成ではなく、ものが完成する

時期をいつごろに捉えられておるのか、ちょっとお伺

いしたいのですが。 

○議長（中平浩志君）  中居副市長。 

○副市長（中居正剛君）  副市長レベルでは、完成目

途についてはまだ話し合いを持っておりません。まず

は、その前に首長さん方でそういう完成時期といいま

すか、まずはその場所を決定するという作業と、それ

から国・県から財源をいただくという問題もあります

し、それやこれやで、これは、やはり首長さん方で意

思決定をしていただくと。それを受けて、事務レベル

として完成年度を設定していくというような段階にな

ろうかと思います。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  20番下舘祥二君。 

○20番（下舘祥二君）  そうすれば、東北自動車道み

たいな高速道路ではなく、三陸の高速道路はサービス

エリアもいったんおりなきゃなんないし、トイレもい

ったんおりなきゃなんないという、そういうふうな高

速道路のようでございまして、そうすれば、サービス

エリアというか、道の駅がそのサービスエリアの当然

かわりになるわけでございますので、これは敷地とい

うか、用地から、そこに入るいろんなものから、きち

っと整えた形じゃないとだめだということになると思

いますので、まさにストロー現象で、その町はもう通

って歩かないと。車が通んないと。今、普代がそうい

う状態だと聞きましたが、ちょっとまずい表現かもし

れませんが、そういうふうになる可能性があるわけで

ございまして、これには何というんでしょうか、土地

集めるのは地上げというんですか、そういった形とか、

さまざまな作業が出てくると思いますので、いずれこ

れは実現方、当然、本気になってやるわけでございま

すけども、それをやっていかなきゃ生き残れないとい
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う勢いでやっていかなきゃならないと思いますので、

その辺のご所見をひとつお願いしたいと思います。 

○議長（中平浩志君）  遠藤市長。 

○市長（遠藤譲一君）  現在、進めております広域の

道の駅での構想でございますけども、今、議員のお話

にありましたように、無料の高速道路があとまもなく

で仙台・八戸がつながると。しかも、冬季間は雪がな

いというふうな状況でございます。運送会社、あるい

はバス会社等におきましては、この経費の節減が非常

に大きいというふうに認識しておりますので、この高

速道路完成の暁には、今、内陸を通っている車両が大

幅にこちらにシフトすると言われております。 

 なおかつ休憩施設、食事をとる、トイレ休憩を含め

て、これは地元がつくらないといけないと。というこ

とは、つくったところにおりていただけるということ

になります。 

 現在、この管内の４市町村、やはり財政力から言っ

ても、厳しい状況と。今、若者の雇用の場をつくる。

あるいは水産業、あるいは山もございますので、そう

いった特産品がたくさんあると。これを地元でしっか

りと売っていこうと。これによって、若者の地元定着

を図り、そして少子化に歯どめをかけなくちゃいけな

いというふうに思っておりますので、個々の市町村が

個別にそれなりのものをつくるということでは魅力が

ありません。 

 特に、この地域はお隣に八戸市がありますので、こ

こでしっかりと連携して、ある程度の大きな規模のも

のをつくって品揃えをしていくと。そういったものを

用意しないと、やっぱり力関係では八戸に対抗できな

いだろうと。 

 現在、観光につきましても、「あまちゃん」で来て

いただいているのですが、八戸まで高速道路が通じて

40分ということになりますと、八戸で休憩した場合に、

久慈でおりていただけないというふうに思っておりま

す。南から来た場合にも、陸前高田が、国が整備する

大きな道の駅をつくるということになっておりますが、

あるいはよくても宮古で休憩をしたら、久慈で休むの

ではなくて、まず八戸までというふうになりかねない

ので、そういう意味でも広域で取り組みたいというふ

うなお話を首長にしております。 

 野田につきましては、仄聞するところでは、まだ規

模、内容は決まっていないと。村でも必要だというこ

とは聞いておりますが、規模はまだ決まっていないと

いうことがございます。 

 国からのこの調査に当たりまして1,000万円を超え

る事業費もいただいているのですが、国も非常に広域

での取り組みに関心を持っています。県も同じでござ

います。広域で取り組むのであれば、事業費について

も、国・県、対応可能というふうな感触がございます

ので、そういう意味でもぜひともこれはつくらなけれ

ばいけないと思っております。つくらないと、ここで

おりていただけない。休憩場所として選んでもらえな

いとなりますと、観光どころではなくて、この地域全

体の衰退につながりかねないというふうに危惧してお

りますので、これは何としてでも実現したいというふ

うに私は考えております。 

○議長（中平浩志君）  中森建設部長。 

○建設部長（中森誠君）  すみません。先ほど、久慈

市内にあるインターということで一つ抜けておりまし

た。 

 侍浜の桑畑のほうにフルインターが１カ所できます。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  20番下舘祥二君。 

○20番（下舘祥二君）  抜かさないようにお願いしま

す。 

 また、これは、今、市長おっしゃったように、いず

れ生き死にかけてやっていただかないと、そしてまた、

冬季間、あそこの東北自動車道は確かに安比のあたり、

竜ヶ森のあたりは通行止めあったり雪があったりして

危険地帯になるわけですから、当然、八戸からの北海

道フェリーで来たのが、八戸からここの三陸の高速道

路を使うという可能性が十分あるし、こっちへ集まっ

てくると思いますので、つくろうとしているものも、

物すごく広いものじゃないと。大型が自由にとまれる

ような、そういった思いで、ひとつぜひこれを成功さ

せるように努力していただきたいと、このように思い

ます。 

 以上、終わります。 

○議長（中平浩志君）  再質問、関連質問を打ち切り

ます。 

 この際、昼食のため、休憩といたします。再開は、

午後１時といたします。 

    午前11時55分   休憩   

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 
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    午後１時00分   再開   

○副議長（桑田鉄男君）  休憩前に引き続き、会議を

開きます。一般質問を継続します。次に、政和会代表

砂川利男君。 

    〔政和会代表砂川利男君登壇〕 

○14番（砂川利男君）  私は、政和会を代表して、市

長並びに教育長にご質問いたします。 

 それでは、質問に入らせていただきます。 

 第１番目は、駅前開発についてお尋ねをいたします。 

 久慈駅前から川崎町へ車両が通行できるようにした

いことから、検討した踏切による平面交差は法律で禁

止されているとの説明であったが、現実的に無理との

判断に至ったのかお伺いいたします。 

 駅前から川崎町への車両の通行問題は、大規模災害

発生時には、駅から左は長内川、右は久慈川、車両の

交通を遮断する三陸鉄道・ＪＲ鉄道があり、この状況

は、三角州となり、川崎町住民の避難路がない状況と

化すことは、車両の通行はもちろん、さらに避難道路

整備として駅前周辺にも避難タワーあるいは同機能を

有する施設整備の必要を関係機関に働きかけ、１日も

早い実現を目指すべきと思うが、そのご所見を賜りた

い。 

 次に、計画される複合施設建設にかかるＰＦＩ導入

の検討状況についてお尋ねをいたします。 

 次に、久慈駅を起点とした観光集客の観点から、蒸

気機関車の当駅誘致を図るため、車両の回転場を確保

すべきと思うが、ご所見を賜りたい。 

 次に、新年度編成予算について、遠藤市政としての

独自政策は新年度予算にどのように反映されているか、

お示し願います。 

 次に、名誉市民タマシン・アレン女子についてお尋

ねをいたします。 

 石破地方創生大臣の講演を要約すると、全国総知恵

比べ大会と言える。そのポイントは、「今だけ、ここ

だけ、あなただけ」をどうやってつくりだすかを言っ

ている。優れた企画には国が支援するといってはばか

らない。今、申し上げたことに位置づけられるものは、

久慈市に何があるだろうかと考えたとき、これは久慈

幼稚園の建造群と申し上げたい。 

 皆様方、既にご承知のＮＨＫ連続小説「あさが来

た」であります。あさの娘千代の義理の妹は、建築家

ヴォーリズの奥様に当たる設定となっており、そのヴ

ォーリズによって設計された久慈幼稚園の建造群には

久慈市はもっと政治の光を当ててしかるべきと申し上

げたい。 

 また、昭和40年には、駐日アメリカ大使ライシャ

ワー氏は、アレン女史に会うため久慈幼稚園を訪れ、

子供たちと会話をされた。そのときの子供が50年後の

今日、久慈市議会きっての論客となっている。このよ

うな縁というものをあすの日本を背負い立つ子供たち

に継承していかなければいけません。 

 そのためにもアレン女史が生前住んでいた住宅の文

化財指定登録へ向けた取り組みをすることが「今だけ、

久慈だけ、あなただけ」となり、ひいては現駐日アメ

リカ大使ケネディ氏を当市に招待する大きな原動力に

なると思うが、ご所見を賜りたい。 

 次に、高校再編計画についてお尋ねをいたします。 

 久慈ブロックで開催された新たな県立高等学校再編

計画案に関する地域説明会での説明をどのように捉え

ているか、お示し願います。 

 次に、久慈東高等学校長内校舎について、解体の方

向性が示されていると聞くが、時期等について、どの

ように捉えているか。またこれまで県と市の間で校舎

活用の検討協議がなされてきたと思うが、どのような

協議がされたか、お伺いいたします。 

 防災対策の強化についてお尋ねをいたします。東日

本大震災から本年で５カ年が経過する。あの大震災を

教訓に当市の防災対策はどのように強化されたかお伺

いいたします。 

 三陸の奇跡について、野田村の保育所をもとにした

絵本「はなちゃんのはやあるき はやあるき」に学ぶ

べき教訓についてどのように感じておられるかお伺い

いたします。 

 六ヶ所村再処理工場について。平成30年上期に六ヶ

所村で建設中の使用済み核燃料再処理工場が完成予定

である。放出される高レベル放射性廃液から、当市の

漁業、そして、市民の健康を守るための施策をどのよ

うにお考えか、お尋ねをいたします。 

 右折信号機の設置について、２点お伺いいたします。 

 アンバーホール前の交差点において、右折時に交通

渋滞が発生していることから、右折信号機の設置を要

請すべきと思うが、２点目について、市道小久慈線か

ら長内橋への交差点において、右折待ちによる交通渋

滞が発生していることから、右折待ちによる交通渋滞
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が発生していることから、右折信号機の設置を要請す

べきと思うが、考え方をお伺いいたします。 

 次に、白樺平公共牧場についてお伺いいたします。 

 牛舎の老朽化の実態をどのように把握しているか。

また、管理運営上必要となる建設機械設備の更新は、

どこが行うか、お尋ねをいたします。 

 次に、環太平洋パートナーシップ協定について、３

点お伺いいたします。 

 環太平洋連携協定、いわゆるＴＰＰ大筋合意を受け

た国内農業対策が柱となることから、国では総額３兆

3,213億円が成立している。そのうち、農林水産関係

は4,008億円で、環太平洋連携の国内対策費3,123億円

を占める国内農業の体質強化を急ぐ必要があると言っ

ている。目玉となるのが、畜産向け、畜産クラスター

事業、いわゆる畜産酪農収益力強化整備など特別対策

事業として6,110億円、それ以外の農家向けの産地パ

ワーアップ事業505億円で地域の中核農家を対象に収

益力強化に施設整備等に助成するとなっている。 

 こういった施策実施をする上に、食料・農業・農村

基本計画の概要、人口減少社会に向けての取り組みと

地域の活性化のために「食料・農業・農村 これから

の10年」を農林水産省は打ち出している。 

 問題は、このような農林水産省の予算を岩手県がど

れだけ割り当てをとれるかである。そうして、久慈市

はそのうちどれぐらいの予算獲得ができる体制かが問

われていると思うわけであります。本日までの実績等

から見て、国の施策をどれぐらい受けられる体制にあ

るか、ご所見を賜りたい。 

 次に、環太平洋連携協定後の食の安全について、お

尋ねをいたします。 

 今日まで全ての農産物が市場開放され、今や100％

の市場開放が目前になっていると言わざるを得ません。

今日まで、年率２％の割合で食料の海外依存が進み、

胃袋を外国に委ねる結果になった。今まで以上に食の

安全に気をつけた取り組みを求めてまいりたい。 

 食料の外国依存によって、大量の農薬散布で生産さ

れた農産物輸送による品質保持のための船積み時点で、

大量の農薬散布で運ばれる小麦を見ると、10年前の自

給率が９％しかなく、学校給食に使われる小麦の大半

は海外に依存している。学校給食用の小麦粉は等級の

低い農薬のかかった外側に近い部分が使われていると

言われておる。我が国の耕地面積は、平成26年11月14

日公表では、451万8,000ヘクタールで、世界 大の耕

地面積のアメリカは我が国の34倍の面積を有している。

そこに使用する農薬を10年前に我が国は７倍の農薬散

布漬け農業生産をしていることになる。人間の生存が、

農薬及び環境ホルモン化学物質によって生殖異変が人

間にも魚介類にも起きているからであります。 

 もと国立衛生研究所では、日ごろ食べているカップ

麺容器から環境ホルモンの溶出検査をしたところ、冷

凍食品、トレー、アイスクリーム、ヨーグルトの容器、

発泡ポリエチレン、即席麺、即席みそ汁、弁当の容器

他25検体の検査を昭和63年６月29日にポリエスチレン

容器の６銘柄に熱湯を注ぎ、スープと麺を入れ、検査

したところ、検出限界の５PPMを大きく上回り62PPMが

検出されたと発表している。 

 それでは、野菜はどうかとみると、季節に関係なく、

野菜が食べられる便利な世の中になったわけでありま

すが、太陽光線の浴び方によっては、いろいろな障害

になる。しかし、動物は移動することでバランスが取

れるが、植物は移動できないために自らの体内で抗酸

化物を醸成して生きている。ビニールハウスでは、紫

外線をカットするので、形は同じ野菜でも、抗酸化物

を必要としないで育ち、いわゆる栄養の少ない野菜と

言える。この論法で言うと、リンゴ・ブドウ・梨・桃

などは、太陽光線をさえぎる袋で覆われて育つわけで

あります。 

 次に、海産物について申し上げれば、学者は世界中

の海域の魚介類を調査したスライドを見せて、次のよ

うに話した。 

 世界中の海域でとれる魚で安全というとしたら、北

海道沖と三陸沖ぐらいであると。あとは全部だめだと

聞いたことが、今、思い出されてなりません。 

 今、その三陸沖では、平成18年４月から、むつ小川

原港の沖合３キロ地点の深さ50メートルの海底のパイ

プから上に向けて、１時間に100立米の速度で放射能

廃液が放出されている。昨年、八戸沖でとれたタラか

ら放射能が確認され、売れなくなり、以後、風評被害

が起こり、漁をやめた漁師もいると言われている。 

 私たちの食卓は、このような状況から避けられない

状況のもとで生きなければならない。現状に対して、

どのような認識か、そのご所見を賜りたい。 

 地元食材・商品の認証制度についてお伺いをいたし

ます。 
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 平成25年９月に、岩手県版農業生産工程管理マニュ

アル改定版が公表されているが、当市でも認証制度を

つくるべきと思うが、その考えはないか。 

 なぜ、今、認証制度が必要になったかと言えば、我

が国の食料・食品に対する基準の甘さであります。そ

れは、2020年開催の東京オリンピック・パラリンピッ

クの選手村で提供の食材が国際基準に合わず、国産品

の食材が締め出される不安が出てきたからであります。

今や、国民のニーズは、安心・安全の食料を求めてや

まないといっても過言ではありません。低農薬等栽培

による安心・安全の食料を生産し続け、供給できる自

治体は皆無に等しいわけであります。 

 そこで、久慈市認証制度をつくり、農林水産業の柱

として取り組むべきと思うが、ご所見を賜りたい。 

 宇部地区被災農家に対する生産機材等支援について

お尋ねをいたします。 

 野田村では、被災農家に対する農業機械の無償貸与

が行われているが、当市においても実施できないか、

お尋ねをいたします。 

 次に、プレミアム付き商品券についてお尋ねをいた

します。 

 市内への経済効果の検証がされているか、また市単

独による事業継続を行う考えがないか、お尋ねをいた

します。 

 次に、市道川又橋場線についてお尋ねをいたします。 

 旧深田小学校から約１キロメートル下流にある板子

橋について通行上支障があることから、架け替えが必

要と思うが、考え方をお尋ねをいたします。 

 次に、平成28年度から本路線の整備が予定されてい

るが、整備計画内容についてお示し願います。 

 歩道整備についてお尋ねをいたします。 

 高齢化に伴って、シニアカー利用が増加傾向にある

ことから、歩道の舗装整備が必要と考えられるが、特

に、山形町繋地区で必要性が高い状況の話も出ており

ますが、そのような考え方がないか、お尋ねをいたし

ます。 

 次に、市民プールの安全・衛生対策について、お尋

ねをいたします。 

 野外フェンスや看板の腐食、プールの塗装剥離、平

面の段差亀裂など、老朽化が著しい、さらにはトイレ

の全面的な修繕も急がれる。これら安全対策を早急に

講ずるべきと思うが、考え方をお示し願います。 

 次に、検定中の教科書閲覧問題についてお尋ねをい

たします。 

 岩手県の教員59人に対し、教科書会社から謝礼が支

払われたとの報道がなされたが、市内小中学校の教諭

に該当者があるか、お示し願います。 

 以上、17項目にわたっての、登壇しての質問を終わ

らせていただきます。 

○副議長（桑田鉄男君）  遠藤市長。 

    〔市長遠藤譲一君登壇〕 

○市長（遠藤譲一君）  政和会代表砂川利男議員のご

質問にお答えをいたします。 

 初に、駅前再開発についてお答えをいたします。 

 まず、駅前から市道久慈駅東口線を結ぶ車両通行に

つきましては、さきの創政・公明クラブ代表山口議員

にお答えいたしましたとおり、道路の必要性は認識し

ておりますが、その施工方法などにつきまして、鉄道

会社２社との技術的な協議等が必要であり、多額の事

業費と多くの課題があることから、専門の学識経験者

等から意見を聞くなど、引き続き検討を進めてまいり

ます。 

 次に、駅前に避難タワー、あるいは同機能を有する

施設を整備することについてでありますが、住民の円

滑かつ安全な避難の確保のため、災害の種類ごとに指

定緊急避難場所を指定しているところであります。 

 津波や洪水等、災害のおそれが生じた場合、久慈駅

前は高台にある巽山公園に、川崎町はアンバーホール

や久慈グランドホテルなど比較的高い建築物を緊急避

難先に指定しておりますことから、これらの施設を避

難タワーと同機能を有する施設として活用できるもの

と考えております。 

 次に、複合施設建設に係るＰＦＩ導入の検討状況に

ついてでありますが、複合施設の建設・運営につきま

しては、民間の技術力やノウハウを生かし、サービス

向上や経費縮減を図る観点から、本年度において民間

活力導入可能性調査を実施したところであり、市内及

び市外の建設事業者等を対象として実施した市場調査

における参入意向といたしましては、建設系・不動産

系企業を中心に本事業への参加検討可能との回答があ

ったところであります。 

 また、事業スキームといたしましては、設計から建

設、維持管理・運営までを包括的に民間に委ねる方式

をベースとして、民間資金を活用するＢＴＯ方式及び
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公的資金を活用するＤＢＯ方式の二つの方式について

比較検討しておりますが、両方式とも、従来方式に比

べ、低コストで、より価値の高いサービスを供給する

ことが可能であり、中でもＤＢＯ方式により、かつ委

託期間を15年、または20年と長期設定した場合に、も

っとも高い財政縮減効果が見込まれるとの結果が得ら

れたところであります。 

 今後は、これらの調査結果等を踏まえ、総合的な観

点からＰＦＩ方式を導入するかどうかの判断を行って

まいります。 

 次に、蒸気機関車の誘致についてでありますが、蒸

気機関車は鉄道ファンのみならず、一般の方々にとり

ましても目に触れる機会の少ないものであり、平成15

年に当市へ蒸気機関車が乗り入れた際には、市内各地

において、多くの方々が写真を撮る姿や手を振る姿が

見受けられたところであり、蒸気機関車の人気の高さ

が印象づけられたところであります。 

 しかしながら、ご提言のありました車両の転車場の

確保につきましては、用地の取得及び軌道の大幅な改

良等が必要であることから、実施は困難であるとＪＲ

東日本旅客鉄道株式会社盛岡支社並びに三陸鉄道株式

会社から伺っているところであります。 

 次に、新年度予算編成についてお答えをいたします。 

 遠藤市政としての独自政策でありますが、私は、市

長就任以来、平成27年度までに、地域おこし協力隊や、

集落支援員制度の導入を始め、医療費助成や季節性イ

ンフルエンザ予防接種補助の対象者の拡大、保育料の

第３子以降の無料化、市外に在住の若者が市内に雇用

となった場合の奨励金の交付及び移住・定住者への物

件購入の補助などの事業に新たに取り組み、雇用、人

口減少及び少子化対策を推進してまいりました。 

 新年度におきましては、これらの事業を継続、実施

するとともに、昨日の新政会代表上山議員にお答えい

たしましたとおり、新しい総合計画基本構想に基づき、

各種事業を盛り込んだところであり、特にも放課後児

童クラブの施設整備、認定こども園の創設や出産、育

児に対する支援等、出産、子育てに重点的に予算を配

分したところであります。 

 次に、名誉市民タマシン・アレン女史についてお答

えいたします。 

 アレン先生のお住まいにつきましては、非常に貴重

な建築物であると認識しているところであり、現在、

教育委員会において、国の登録有形文化財建造物への

登録に向け、手続を進めており、今後とも教育委員会

を連携しながら、実現に向けて鋭意取り組んでまいり

ます。 

 また、ケネディ駐日アメリカ合衆国大使の招待に関

しましては、関係機関等からご意見をお聞きしながら

検討してまいります。 

 次に、高校再編計画についてお答えをいたします。 

 このことにつきましては、平成28年２月４日開催の

地域検討会議において、岩手県教育委員会から高校再

編計画案について説明を受けたところであります。 

 その主な内容でありますが、生徒数の減少による学

級数の削減と、久慈工業高校の久慈東高校への統合と

校舎制などについての説明があったところであります。 

 これに対しまして、私からは、現在、地方創生に全

力で取り組んでいるところであり、そのためには教育

の機会の確保が重要であること、久慈地域の経済状況

や交通事情等を考えた場合、地元の高校を選択する生

徒が圧倒的に多い現状であること、学級数の減少に伴

う教職員の減少は、教育の質の維持が懸念され、特に

も、久慈高校は県北地域の進学校と位置づけられてい

ると認識しており、学級数の削減は大きな問題である

ことなどを訴えてきたところであります。 

 また、久慈東高校と久慈工業高校につきましては、

卒業生に地元の産業振興を担っていただいているとこ

ろであり、高校再編計画におきましては、生徒の選択

肢や教員の配置、学力レベルの維持などについて配慮

いただくよう強く要望したところであり、今後ともこ

の要望を継続してまいります。 

 次に、久慈東高等学校長内校舎についてお答えをい

たします。 

 まず、解体の方向性についてでありますが、岩手県

教育委員会からは、解体の方向性は示していないと伺

っているところであります。 

 また、県と市との間での検討・協議についてであり

ますが、平成25年度において、岩手県教育委員会から

利活用について協議があったところであり、関係各課

に利活用の照会をしたところ、希望がなかったところ

であります。 

 次に、防災対策についての強化についてお答えをい

たします。 

 東日本大震災を教訓として、津波被害の軽減に努め
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るために、関係機関と協力し、海岸水門等の遠隔操作

化、海岸・河川堤防のかさ上げ、防災公園、津波避難

施設や避難路などを整備してきたところであります。 

 また、消防団員等の津波到達予想時刻の15分前待機

のルール化や、土砂災害等に係る避難勧告等の判断マ

ニュアル・伝達マニュアルを作成するとともに、防災

センターを活用した体験学習や津波避難訓練、各種広

報活動、自主防災組織の結成・育成など、市民の防災

意識の普及、啓発にも努めてきたところであり、これ

らハード面・ソフト面の充実により、防災対策の強化

が図られてきているものと考えております。 

 今後におきましても、市民の防災意識が風化するこ

とがないよう、防災対策の強化に努めてまいります。 

 次に、北三陸の奇跡についてお答えいたします。 

 野田村保育所をもとにした絵本「はなちゃんのはや

あるき はやあるき」は、日ごろから園児たちに対し、

避難訓練などの防災教育を継続して行った成果が実を

結び、園児たち90名全員の命を守ったという実例をも

とにした絵本であります。 

 この絵本のように、地道に避難訓練を行うなど、災

害に対する備えの重要性や自分で自分を守ることの必

要性について、改めて認識させられるところでありま

す。 

 当市におきましても、この事例を教訓に、今後とも

防災教育に取り組んでまいります。 

 次に、六ヶ所村再処理工場についてお答えをいたし

ます。 

 六ヶ所村再処理工場は、完成に向け、現在試運転中、

いわゆるアクティブ試験中でありますが、文部科学省

などにおいて久慈沖２カ所を含む放射能調査を実施し

ております。また、岩手県におきましては、当地域の

海産物について放射能検査を実施し、公表しており、

いずれも基準値を下回っているところであります。こ

のことから、現在は、漁業及び市民の健康への影響は

ないものと認識しております。 

 今後におきましても、引き続き調査結果を注視する

とともに、関係機関と情報を共有してまいります。 

 次に、右折信号機の設置についてお答えをいたしま

す。 

 まず、アンバーホール前の交差点における右折信号

機の設置についてでありますが、信号機の設置につき

ましては、岩手県公安委員会が所管しており、久慈警

察署で開催される交通規制対策協議会において協議を

行い、必要なものにつきましては、岩手県公安委員会

に上申のうえ、その要否が決定されることになります。 

 このことから、市といたしましては、今後、当該地

点への右折信号機の設置要望について、久慈警察署を

はじめとする関係機関と連携しながら検討してまいり

ます。 

 また、市道小久慈線から長内橋への交差点における

右折信号機の設置につきましても同様に検討してまい

ります。 

 次に、白樺平公共牧場についてお答えいたします。 

 同公共牧場は、農林水産省の補助事業である広域農

業開発事業により整備され、昭和57年の事業完了後、

岩手県から施設譲渡契約により久慈市が取得し、久慈

市は一般社団法人久慈市畜産開発公社に無償貸与して

いるところであります。 

 同法人からは、事業開始以来34年が経過しており、

牧場附帯施設である牛舎や農業用機械の老朽化が進行

し、運営に支障を来している状況にあると伺っており

ます。 

 同公共牧場は、これまで当市の基幹的な公共牧場と

して畜産業の振興に寄与してきたところであり、今後

におきましても、重要な役割を担う必要があることか

ら、施設改修、機械更新等を含めた今後の事業展開の

あり方について同法人と協議してまいります。 

 次に、環太平洋パートナーシップ協定についてお答

えをいたします。 

 まず、政府の国内対策についてでありますが、ＴＰ

Ｐ総合対策本部が決定した総合的なＴＰＰ関連政策大

綱の推進等を目的として、対策経費3,122億円を盛り

込んだ平成27年度補正予算が成立したところでありま

す。 

 この主な内容といたしましては、ＴＰＰ協定により

影響を受ける懸念のある畜産業のセーフティネット措

置として、畜産・酪農経営安定対策事業の法制化・補

痾率の引き上げ、農業経営の体質強化対策として、担

い手育成、収益力強化対策事業等が盛り込まれている

ところであり、これらの事業は、当市におきましても、

担い手育成確保、生産拡大などに有効な事業であると

認識しているところであります。 

 一方、本補正予算による主要なテーマである国際競

争力を高めるための大規模化、高収益化等への対応は、
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当市の中山間農業、家族経営農家においては転換が容

易ならざるものがあると認識しているところであり、

今後におきましても、地域農業が継続できるよう、生

産者及び関係機関・団体と一体となった取り組みが必

要であると考えております。 

 次に、協定締結による食の安全・安心等についてで

ありますが、国の総合的なＴＰＰ関連政策大綱におき

ましては、海外からの輸入食品の増加が見込まれるこ

とから、引き続き国際基準や化学的な根拠を踏まえ、

輸入業者と消費者等利害関係者間の合意形成を図るリ

スクコミュニケーション推進も含めた必要な措置を適

切に実施するとされており、ＴＰＰ協定による食品の

安全・安心が脅かされることはないとしているところ

であります。 

 しかしながら、昨今の頻発する食に関する事件、事

故の状況に鑑み、懸念されるリスクを払拭できる状況

にはないと認識しているところであり、消費者から見

える安全・安心で、新鮮な地元農林水産物への理解と

信頼を高めるための食農教育や地産地消に積極的に取

り組んでいく必要があると捉えております。 

 次に、地元食材・商品への認証制度創設についての

考え方についてでありますが、現在、岩手県におきま

しては、一定の栽培方法に基づいて生産された農産物

を認証する特別栽培農産物認証制度や、県内産主原料

を県内で加工した食品を認証する岩手県ふるさと認証

食品の制度が創設されていると認識しているところで

あります。これらの認証制度は、生産物の付加価値を

高め、ブランド化の推進に寄与するとともに、安全・

安心の観点からも販路拡大や流通の円滑化に有効であ

ると考えるところでありますが、今後、市独自の制度

創設につきましても研究を行ってまいります。 

 次に、宇部地区被災農家に対する生産機材等支援に

ついてお答えをいたします。 

 野田村における事例につきましては、津波により被

災した農業機械等の再整備のため復興交付金事業を活

用して整備した共同利用機械等を集落営農組織に管理

委託を含め貸与していると野田村から伺っております。 

 当市におきましては、津波により被災した農業機械

等はありませんでしたが、復興交付金効果促進事業に

よる宇部川地区ほ場整備に係る農業施設・機械等の整

備の可能性について復興庁と協議したところでありま

すが、復興庁からは被災した農業施設・農業機械等の

再整備以外は対象とならない旨の回答があったところ

であり、結果として野田村同様の事業実施には至らな

かったところであります。 

 次に、プレミアム付き商品券についてお答えをいた

します。 

 プレミアム付き商品券につきましては、昨年７月１

日に商品券の販売を開始し、翌２日には準備した２万

セット２億4,000万円分が完売となったところであり、

取扱加盟店も365店舗と、購入者の消費ニーズにも十

分に対応できる店舗数であったと捉えており、 終的

には商品券販売枚数の99.8％に当たる２億3,950万

7,000円の利用があったところであります。 

 商品券の利用状況といたしましては、大型チェーン

店が71.5％、一般小売店舗等が28.5％となっており、

また業種別では、スーパー・コンビニが48.5％、それ

以外の小売業が30.5％、飲食業などその他の業種が

21.0％であり、主に食料品や日常生活用品等に利用さ

れるケースが多かったものと捉えております。 

 また、久慈商工会議所が加盟店を対象に実施したア

ンケートによりますと、売上増加や新規顧客の開拓及

び商店街の連携強化などに相応の効果があったとの意

見も寄せられたとのことであり、市内において一定の

経済効果が発現されたものと捉えているところであり

ます。 

 なお、ご提言のありました市単独による事業継続に

つきましては、厳しい財政状況から現状では困難であ

りますのでご了承願います。 

 次に、市道川又橋場線についてお答えをいたします。 

 まず、板子橋の架け替えについてでありますが、当

該橋梁は現地の急峻な地形や河川の状況等から、河川

に対し直角方向に架かっており、道路はカーブが連続

する形となっております。 

 現在、当市では、橋梁長寿命化修繕計画により、健

全度及び路線の重要度を勘案し、橋梁の補修を進めて

いるところであり、当面は部分的な補修で対応してい

くこととしております。 

 橋梁の架け替えにつきましては、多額の事業費を要

することから、他の道路施設と同様に、重要度、緊急

度等を勘案しながら検討してまいります。 

 次に、市道川又橋場線の整備計画の内容についてで

ありますが、本路線は、全体延長10.5キロメートルの

うち約7.9キロメートルが改良済みであり、現在、山
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根町馬渡地区の改良舗装工事を進めているところであ

ります。 

 今後におきましても、隘路の解消や待避所の設置な

ど、未改良区間の整備に努めてまいります。 

 後に、歩道整備についてお答えをいたします。 

 当市の歩道整備につきましては、歩行者等の安全を

確保するため、現在、市道上長内日吉町線の工事を進

めているところであります。 

 今後におきましては、その整備状況を見据えながら、

歩道の必要性や優先度、財政状況等を踏まえ、検討し

てまいります。 

 以上で、政和会代表砂川利男議員に対する私からの

答弁を終わります。 

○副議長（桑田鉄男君）  加藤教育長。 

    〔教育長加藤春男君登壇〕 

○教育長（加藤春男君）  政和会代表砂川利男議員の

ご質問にお答えをいたします。 

 初に、市民プールの安全・衛生対策についてお答

えをいたします。 

 久慈市民総合プールは昭和46年に、地区プールの多

くは昭和50年代に設置されており、老朽化に伴い、改

修の必要性を認識しているところでありますが、早急

な対応は財政的に困難な状況にあります。そのため、

利用者の安全を 優先に、緊急性の高い部分の修繕対

応をしているところであります。 

 プールの塗装剥離や底面の段差や亀裂、トイレの修

繕などについては、大規模な改修工事が必要であり、

市全体の公共施設等総合管理計画の中で位置づけ、検

討してまいります。 

 後に、検定中の教科書閲覧問題についてお答えを

いたします。 

 現在、県教育委員会において、文部科学省の指示の

もと、聞き取り調査を実施していると伺っております

が、報道で掲載された人数は、あくまで教科書会社か

ら出された人数であることから、検定中の教科書を閲

覧したのではないかと考えられる教員等から事実を確

認しているとのことであります。 

 以上で、政和会代表砂川利男議員に対する私からの

答弁を終わります。 

○副議長（桑田鉄男君）  再質問、関連質問を許しま

す。14番砂川利男君。 

○14番（砂川利男君）  それでは、何点か再質問をさ

せていただきます。 

 １番目の駅前の避難タワーの同程度の機能、これに

関して申し上げたいと思うのですが、東日本大震災と

いう大きな災害を節目に、国ではそれぞれの地方に対

して何とか１日も早い復興を願うところから頑張って

もらいたいという、応援する姿勢がかつてなく出てき

ているわけであります。当然といえば当然、そういっ

た意味で、ただ単に避難タワーと同機能程度なものを

つくるという意味ではなくして、あれは外観的に見て

も機能的に見ても、久慈市ならではの、すごいなとい

うような設備というものを考えてやって残していくこ

とが、久慈市によそから足を運んでもらえる第一歩だ

という意味から、私はこれを提言させていただいてお

りますので、もう少し、そういった面での考え方を練

っていただきたいという思いの伝わり方がちょっと足

りなかったもんで、そこら辺について再度お伺いいた

したいと思います。 

 それから、蒸気機関車の関係でございますが、私の

独自の調査によると、どうも三陸鉄道が復旧してから、

久慈までＳＬを何とか走らせたいというのを検討され

た節がある。 

 ところが、南のほうから引っ張って進んでくる分に

はいいけども、久慈に行って帰りはどうするのか、バ

ックで帰るのか。そんなばかなことができるかという

ことで、やむなく久慈までＳＬを何とか走らせたいと

いう計画がおじゃんになったという話も出てきている。 

 また、そういったものは、非常に後になって情報と

して聞いて、くやしい思いをしているのだけども、も

ともとは久慈市に電車の回転場があったらしいです。

ですから、そこら辺を関係するＪＲさんなり三鉄さん

なりにご協力をいただいて、再度これを復旧してもら

う形にご努力をいただきたいという意味で、この蒸気

機関車の回転場を、来たときに回転して戻れる、そう

いう形がつくることができれば、八戸25万都市、ある

いは県南のほうから久慈市に向かって交流人口が促進

される原動力になるという意味で申し上げております

ので、そこのところはよろしくお願いしたいと思いま

す。 

 それから、時間がないのでまとめてざっと質問させ

ていただきますが、白樺平の公共牧場について、先ほ

どお答えをいただきました。 

 ここには、１人の若者が常駐して牛の管理をしてお
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るわけですが、実際に話を聞いてみたら、確かに牛舎

も腐って大変だというのもさることながら、問題は除

雪の機械がないんです。小さい機械が一つある。あれ

は、物に例えたら学校のグラウンドをスコップで掘る

ような感じに等しいような、小さいのしかないと。 

 ですから、あそこはこの間の大雪のときも、泊まれ

る設備が十分でないところに、約１週間近くも出れな

くなって泊まった、泊まらざるを得ない状況だと。で

すから、それは上り坂のきついところに道路がついて

いるんですけども、山が急斜面なために大量の雪が降

ったときは、道路がすぽっと見えなくなる。だから、

除雪がとてもじゃないが、普通の機械でできないんで

す。下から除雪をして上がっていかなければ、どこか

らも行きようがない。 

 ところが、上の牧場に県とか市の払い下げの大きな

機械があれば、らくらく容易に１日もあれば除雪を下

りで押してくるから誰でもできる。そういった意味で、

設備を、除雪機械の古いのでも、新品であればなおさ

らいいんですけど、そういったものをやっぱり私はぜ

ひ検討していただきたい。 

 それから、この市道川又線の板子橋、ここが通行す

る分では支障がないのだけども、なぜ支障があるかと

いうと、たまたま私が通ったときに大型のタンクロー

リーが橋をちょうどクランク型ですから、惰力を出し

て橋を渡れない。橋を渡ったとたんにちょっと上り坂

になっている。そのとき、そこらじゅうアイスバーン

で車が通れないような状態。だから、上って行けない。

バックもできない。 

 それで、運転手の人がずっと離れたところから砂を

運んできて、自分でまいて、やっとそこから橋を渡っ

て、タンクローリー、生コンクリートミキサー車が上

って行った。 

 たまたま、私はそのとき出くわしたものだから、市

のほうに電話をかけて、緊急に対応してもらうお願い

をしたんだけど、そういった特殊な事情もあることか

ら、この橋の架け替えが必要。もしくは、スムーズに

車が通行できる形に改善をしていただきたいなという

意味でございます。 

 まず、その点について感想をちょっと聞かせてくだ

さい。 

○副議長（桑田鉄男君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  私からは、 初にお

話がございました駅前の避難タワー、これを単にその

避難タワーの機能としてではなくて、駅前のシンボリ

ックなものとしてというふうなお話がございましたが、

その考え方についてということでございます。 

 現在、第２期中心市街地活性化計画の中で、複合施

設整備について進めているわけでございますが、この

ご提言の部分の避難タワー、これにつきましては、や

はり機能性というものが 優先だろうなというふうな

ところでございまして、現状での整備の可能性という

部分につきましては難しい面があるのかなと。いずれ、

市長から答弁申し上げましたとおり、既に、その川崎

町あるいは駅前それぞれに指定している避難場所、こ

の中で機能が果たされるのではないかというふうなと

ころでございますので、現状でのこのご提言の部分に

つきましては難しい面があるのかなという印象でござ

います。 

 それから、２点目の蒸気機関車の乗り入れといいま

すか、お話でございます。これにつきましても、市長

答弁で申し上げましたように、平成15年に八戸線だっ

たわけですけども、運行した実績があるわけでござい

まして、その際には転車場といいますか、回転場とい

うことではなくて、走り抜けていくというふうなこと

で、特に回転する用がなかったということなんですが、

いずれこの回転場、転車場といったものについては、

低でも30メートル程度のスペースが必要ということ

で、現在、その鉄路が南に延びて三陸鉄道となってい

るわけですが、現在のこの軌道の状況からして、そう

いったスペースは確保できないというふうなところで

お話を伺っております。 

 あと、いずれ運行する際に、かなり消防とかそうい

った部分との調整とか対応が必要ということで、相当

な費用を要するということもございまして、なかなか

に、この運行というものについても実現性は厳しい面

があるのかなというふうに考えております。 

 いずれ、このご提言の回転場、転車場につきまして

は、現状のこの久慈駅構内の中では厳しいというふう

な認識に至ってございます。 

 それからもう一点、白樺平公共牧場の関係で、除雪

機械があればというふうなお話でございました。これ

については、これまでにも何度か大雪があった際に、

除雪までに数日を要して、管理している方が何泊かし

なければならないという状況があったところでござい
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ます。 

 今回もそういった事案でございました。ということ

で、ご提言の除雪機械払い下げ等の機械があればとい

う点につきましては、関係する部署に、ちょっと情報

等いただきながら対応策を検討してまいりたいという

ふうに思っております。 

 以上でございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  中森建設部長。 

○建設部長（中森誠君）  板子橋の架け替えでござい

ますが、先ほど市長から申し上げましたとおり、現在

当市では、橋梁の長寿命化の修繕計画、こちらのほう

を進めております。 

 当該橋梁は、二景観で、昭和45年にできたものでご

ざいまして、橋梁が16メーターということで、大変狭

いところに橋をかけましたので、どうしてもこのよう

な形になってしまうということで、今後は、できるだ

け近くに塩カルとか砂等が設置できないか検討してま

いります。 

 以上です。 

○副議長（桑田鉄男君）  14番砂川利男君。 

○14番（砂川利男君）  時間がなくなってきたんです

が、この食の安全についてお尋ねをいたします。 

 この環太平洋連携協定が遅かれ早かれ将来的に、形

は名称が変わろうとも、基本的な枠組みというのは、

私は変わらないというふうに理解しての質問なわけな

んですけども、安心・安全の食料供給できる自治体が

ないことが大体問題なんですよ。 

 ですから、久慈市は幸いといえば、耕作者の方に失

礼だと怒られるかもしれませんけども、１件の農家で

何十ヘクタールとかいうような大規模な耕作者は、私

はないように理解してます。ですから、逆にいえば、

小規模生産者と。ですから、自然農法に近い農産品を

生産できやすい環境にあると、私はそう思っている。 

 ですから、久慈市が本物の食材、限りない農産品を

自然食品に使えるものが供給できれば、逆に全国の自

治体でそういう体制がないから、これが、大きな、私

は久慈市の柱になると。大体、もともとこの辺の地方

は７万人からの雇用の場に匹敵する力が農業にあると、

こう言われてきている。ですから、そういった意味か

らしても、十分これは検討に値するという意味で申し

上げている。 

 それで、一般的に日本人は世界で有数の遺伝子組み

換え食品消費国だという認識は、恐らく限られた人以

外にないと思うんです。ところが、この遺伝子組み換

えの食品が、人間に害があっても、それが原因だとい

うのは特定できない状況に今現在ある。ありながらも、

影響は出てる。ここが問題なんですよ。 

 例えば、抗生物質に耐性を持つ遺伝子というのは、

これを食べてると、何かの病気になったときに、抗生

物質が効かなくて手術もできないというようなことに

なりかねないということで、世界保健機構、アメリカ

医師会、イギリス上院議会、イギリス王立協会でさえ

も遺伝子組み換え食品に抗生物質耐性遺伝子を使用し

ないことを要請している。それで、イギリスでは、こ

の抗生物質耐性菌の影響で、年間に3,500人以上が死

亡している。 

 じゃ、日本はいないのかというと、そうでもないん

ですよ。日本でも抗生物質に耐性を示す耐性菌が原因

で、毎年約１万7,000人が死んでいるというデータも

出てるぐらい。ですから、この遺伝子組み換えという

ものが、いかに健康に影響しているかというのが、も

うデータ的には出てる。だけども、それをニュースで

も報道するわけでもなければ、行政が取り組むわけで

もなければ、一般的に何も感じない状況が、今既に起

きてるんだ。 

 ですから、そういう実態であるから、久慈市は本物

を供給できる体制づくりに総力を上げれば、私は農産

品、魚介類が引く手あまたな状況を迎えてくるんでな

いかなというふうに思ってるんです。 

 だから、平成８年のデータで見ると、遺伝子組み換

えの大豆、これは極度の肥満やリンパ腺がん、イギリ

スでは、組み換え大豆の利用が始まってアレルギーが

50％ふえた。ロシアでも2003年まで３年間でアレル

ギー症状が３倍にふえた。よその国ではデータを長い

間とっているから、こういう遺伝子組み換えを食べる

ことによって、こういう健康被害になっているんでな

いかなというのが、およその形が出てきている。そう

いった状況を考えると、私は、久慈市は本物を供給で

きる体制づくりが必要だという意味で、今回申し上げ

た。 

 さらに、今度は、このアメリカで遺伝子組み換えに

よったサケの売ってもいいですよというのが、アメリ

カの食品医薬品局が承認した。ふつうより遺伝子を組

み換えして養殖しただけで、とんでもない大きくサケ
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が成長するというのが、もう10年ぐらい前から研究さ

れたのも、いよいよ市場に出してもいいですよという

形で出てきた。 

 こういったものが、ＴＰＰの今後の成り行きによっ

ては、日本はサケの受け入れを避けられない状況にな

ってくるという意味から申し上げれば、私は、この魚

介類にしろ、農産物にしろ、自然食品に近いものを作

り出すことができる 高の立地条件に久慈市はあると

いう意味で、この食品の安全衛生に関して申し上げま

したので、そういったことを調査研究をして、何が、

この久慈がよそよりすぐれて取り組めるかというもの

を、調査ぐらいは、私はするべきだと思いますが、ご

所見を賜りたい。 

○副議長（桑田鉄男君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  食の安全・安心にか

かわりましてのいろいろとデータ等、あるいは現状等

をご披瀝いただきました。私も勉強不足で、なかなか

に、今お聞きした中で理解できない部分もあったんで

すが、いずれ、おっしゃるとおり、日本という我が国

のこの適正農業規範といいますか、ＧＡＰというもの

があるんですが、この中では、なかなか世界標準には

なっていないというふうなことで、現在、それぞれの

部分で県版ＧＡＰとかそういったものはあるというふ

うに認識しておりますが、必ずしも国際的に耐え得る

ものではないというふうなことでございます。 

 いずれ、ご提言のありましたとおり、これを逆に、

逆手にとって、この久慈市、我が久慈市とか、あるい

は久慈地域とか、そういった中で、しっかりとそうい

った基準をつくってアピールできれば、それは有効な

ものになるだろうというふうに思っておりますが、そ

こには相当の専門性というものも必要になってくると

いうふうに思っておりましたので、いずれ、今後にお

きまして検討してまいりたいというふうに思っており

ます。 

 以上でございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  14番砂川利男君。 

○14番（砂川利男君）  後に、市長さんに決断をし

ていただくための、私の考え方を申し述べて終わりた

いと思います。 

 大阪は北と南に二つに分かれて、ここの間を御堂筋

とこう呼んでいるんですけど、この道路を90年前に関

一という市長が24間幅の道路をつくったんです。90年

前の大阪といえども、車っていうのはパラパラにしか

走らないときに、何であの市長が、こんな車も走らな

いときにばか広い道路をつくってという、ごうごうた

る非難を受けたそうです。そのときの市長は、いや、

今はそう言ったって、将来はこれでも狭くなるんだと。

頑としてそれを押し通してできたのが、今の御堂筋と

も言われている。 

 ですから、駅前に車両通行さることながら避難路に

しろ、あるいはＳＬの蒸気機関車の回転場にするにし

ても、できないことを理由並べられたってだめなんで

す。将来的に希望につながることには、莫大な借金を

してでも何でもやっていくんだという姿勢を貫き通し

た者が歴史の中に輝くんで、それは洋の東西を問わず、

いろんな事例があると思うんですけども、そういった

意味から、私は現市長さんに強い決断をしていただき

たいということをご祈念を申し上げて、私の質問を終

わります。ありがとうございました。 

○副議長（桑田鉄男君）  ４番黒沼繁樹君。 

○４番（黒沼繁樹君）  砂川議員の一般質問に関連し

て質問をさせていただきます。 

 まず、６番の項目なんですけども、防災対策の強化

についてなんですが、先ほど、大まかなところ、市長

さんのほうからご説明いただいたんですけども、避難

行動要支援者名簿というのがあるんですが、それの、

どれくらい名簿が人数的に、今現在で参加なさってい

るか。それから、要支援者に対しまして個別計画とい

うのができているのか。それから、そういう避難弱者

を含めた避難訓練というのをどのように考えているか

をお尋ねいたします。 

○副議長（桑田鉄男君）  和野生活福祉部長。 

○生活福祉部長（和野一彦君）  避難行動要支援者名

簿の整備状況というご質問でございますが、これは、

対象者はひとり暮らしの高齢者及び高齢者のみの世帯、

おおむね要介護度３以上の在宅生活者及び、地域での

支援が必要な在宅障害者などでございますが、これは

希望による登録制でございます。 

 これにつきましては、平成28年１月末現在になりま

すが、対象者は1,052人と捉えております。これに対

して、登録者数は640人、登録率は60.8％となってお

ります。 

 この名簿は、市それから消防、民生委員、そのほか

に協定を締結した町内会のほうにも名簿を提供してい
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るところでございまして、協定を締結した町内会は58

の町内会でございます。 

 次に、個別計画の作成状況ということでございます

が、これは640人が登録をしておりますが、個別計画

につきましては、私の避難計画というものをつくりま

して、この計画を本人と市役所、それから民生児童委

員が共有をしているというところでございます。 

 それから、避難訓練の考え方でございますが、これ

につきましては、２年ほど前ですか、県の総合防災訓

練がございましたが、その中で要支援者の避難訓練を

実施したところでございます。 

 また、各町内会といいますか、久慈市内におきまし

ては、幸町町内会でございますが、ここで要援護者の

避難訓練を実施したというふうに聞いております。 

 以上でございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  ４番黒沼繁樹君。 

○４番（黒沼繁樹君）  どうもありがとうございます。

それで、あと、例えば福祉施設とか保育園、いろいろ

と災害弱者がおられる施設があるんですけども、その

辺の施設の避難対策といいますか、個別でつくってい

るのは市のほうで把握してるとか、ちょっとその辺の

ことを教えていただきたいと思います。 

○副議長（桑田鉄男君）  和野生活福祉部長。 

○生活福祉部長（和野一彦君）  福祉施設の避難計画

の状況でございますが、保育園等につきましては、現

在、災害対応マニュアルを全ての保育園等で作成して

いる状況でございます。保育園は、毎月避難訓練を実

施しておりますし、そういうふうな状況でございます。 

 また、介護施設等につきましても、適切にマニュア

ルをつくって対応しているというふうに認識をしてお

ります。 

 以上です。 

○副議長（桑田鉄男君）  ４番黒沼繁樹君。 

○４番（黒沼繁樹君）  それと、久慈市以外の、例え

ば、被災が久慈市にありました、そしたら、よその自

治体のほうから応援に来てくれるとか、また、逆に久

慈が応援に行くとか、そういう協定を結んでいる自治

体ありますか。 

○副議長（桑田鉄男君）  勝田総務部長。 

○総務部長（勝田恒男君）  災害援護協定のことだと

思いますが、結んでおります。岩手県内の各市町村で

したか、ちょっと定かではないんですが、結んでおり

ます。 

○副議長（桑田鉄男君）  ４番黒沼繁樹君。 

○４番（黒沼繁樹君）  それは、県内相互みんな結ん

でるということになるわけですか。相互支援し合うと

か。 

○副議長（桑田鉄男君）  勝田総務部長。 

○総務部長（勝田恒男君）  そういう協定ですけれど

も、ちょっと手元に資料がないので、資料確認してか

ら正確にご答弁させていただきます。 

○副議長（桑田鉄男君）  ４番黒沼繁樹君。 

○４番（黒沼繁樹君）  それじゃあ、消防団、15分前

退避ということですけども、多分その避難誘導が少し

短くなるということになると思うんですが、それに際

しまして、こういうふうに効率的に避難誘導しようと

か、そういう策は15分短くなったことに対しまして、

あられますでしょうか。 

○副議長（桑田鉄男君）  勝田総務部長。 

○総務部長（勝田恒男君）  15分短くなったことによ

るというようなお話でしたが、15分退避ルールによっ

て不便といいますか、避難誘導が滞らないかというよ

うなご質問かというふうに思いますが、議員もご承知

のとおり、ただいま水門の遠隔操作ですとか、あとは、

先ほど市長から答弁いたしましたように、避難勧告等

の判断マニュアル・伝達マニュアル、こういったもの

によって、まず15分縮まった部分については、避難誘

導といいますか、消防団の退避時間が早くなるといい

ますか、水門を閉める時間がなくなりますので、早い

退避ができるだろうというふうに思っております。 

○副議長（桑田鉄男君）  ４番黒沼繁樹君。 

○４番（黒沼繁樹君）  今の件なんですけども、他市

の場合、よその自治体なんですが、例えば、家庭にも

う避難しましたよというタペストリーといいますか、

しるしをつけておくと、チャイムを鳴らして避難しま

しょうという、そこがもう避難してましたら、ショー

トカットして行けることがなると思うんですけども、

そういうことも検討していただければありがたいと思

います。 

 それで、実はこれを聞きたかったんですけども、ペ

ットの避難というのはどういうふうに考えていらっし

ゃるかということ、お尋ねいたします。 

○副議長（桑田鉄男君）  勝田総務部長。 

○総務部長（勝田恒男君）  ペットの避難というご質
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問でございます。 

 これにつきましては、環境省で、飼い主と同行避難

といいますか、そういう避難をするというガイドライ

ンが定められているようでございます。 

 避難所ですけども、避難した場合、その飼い主の責

任というのがございまして、餌ですとか、あとはゲー

ジとかそういったものについては、普段から飼い主に

おいて準備しておかなければならないと。避難した先、

市町村がやることなんですけれども、これについては

衛生管理をきちっとやりなさいというようなガイドラ

インになってございます。 

 当初の防災計画の中にも、飼い主とともに避難した

動物の飼育について適正な飼育の指導を行うとともに、

衛生の維持に努めなさいというようなことで定めてご

ざいます。 

 今後は、ペットと同行避難する避難者に向けて、飼

い主がやらなければならないこと、餌の準備ですとか、

ゲージの準備、そういったものを準備しておいてくだ

さいということで周知が必要かなというふうに考えて

いるところでございます。 

 以上です。 

○副議長（桑田鉄男君）  ４番黒沼繁樹君。 

○４番（黒沼繁樹君）  そうしますと、飼い主がゲー

ジだとか餌とかを用意していったら、同じ施設に同行

避難できるということになります。避難所を分けてと

いうことですか。 

○副議長（桑田鉄男君）  勝田総務部長。 

○総務部長（勝田恒男君）  避難所を分けるというの

は、ちょっとできないというふうに思っておりまして、

場所は別にというような考え方でおります。同じ施設

の中で場所は別にする。やはり、動物が得意でないと

いう方もいらっしゃると思いますので、そういった方

に配慮した形で、別に避難してもらうというような形

になろうかというふうに考えております。 

○副議長（桑田鉄男君）  ４番黒沼繁樹君。 

○４番（黒沼繁樹君）  もう一つお尋ねしたかったの

は、今回の防災公園、総合公園の園路は、多分無電柱

化になってると思うんですけども、そうしましたら、

その電柱がない道路というのをずっと真っすぐ旭町か

ら延ばしてきまして、ぜひとも防災センターまでくっ

つけていただければ、緊急時とかそういうときには、

緊急車両とか、あるいは県病へとか安全に行けるんじ

ゃないかなというふうに思うんですが、ちょっとお尋

ねいたします。 

○副議長（桑田鉄男君）  中森建設部長。 

○建設部長（中森誠君）  ただいま事業を行っており

ます防災公園、これの園路、夏井川から福祉の村まで

の区間ですけども、これ避難道路になるわけですけれ

ども、このようなところには、一応電柱は、まずつけ

ない方向で考えております。 

 以上です。 

○副議長（桑田鉄男君）  ４番黒沼繁樹君。 

○４番（黒沼繁樹君）  次に、８番のほう、お尋ねい

たします。 

 実は、この話というのは、あまり元気のつく話じゃ

ないんでしたくないんですけども、現実なもんですか

らさせてください。 

 あと２年後に稼働するわけなんですけども、稼働し

た場合に、何ベクレルの放射線が海に投入されるかを

教えてください。 

○副議長（桑田鉄男君）  和野生活福祉部長。 

○生活福祉部長（和野一彦君）  六ヶ所の再処理施設

が稼働した場合には、何ベクレルの放射性物質が排出

されるかということについては承知をしていないとこ

ろでございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  ４番黒沼繁樹君。 

○４番（黒沼繁樹君）  平成18年９月13日付で、アク

ティブ試験が行われた後だったんですけども、久慈市

議会で決議書を出しているんです。例えば、 大１億

7,000ベクレルが放出されました。放出に対する規制

を国のほうで法律を制定してほしいというのと、青森

県と同じように、岩手県沖にもモニタリングできるよ

うな、してほしいという意見書が出されてるんですけ

ども、そのときは１億7,000ベクレルということにな

ってるんです。 

 それで、今現在、福島で流されてるのが1,500ベク

レル、その状態でも、例えば出荷制限とか輸入規制と

か、そういうふうになってるんですけども、その十一

万倍というのが流れてくるということについて、ちょ

っとご感想のほうを。 

○副議長（桑田鉄男君）  和野生活福祉部長。 

○生活福祉部長（和野一彦君）  福島の原発で、福島

の漁協が協定を締結したというのは、これはトリチウ

ムのことでしょうか。これにつきましては、1,500ベ



－125－ 

クレル以下ということで協定を締結したようでござい

ますが、トリチウムは半減期12.3年でございますか、

トリチウムの量は多いというふうには聞いております

が、毒性というのはあまり高くないというふうにも聞

いておりますので、その辺のところでご理解をお願い

したいというふうに思います。 

○副議長（桑田鉄男君）  ４番黒沼繁樹君。 

○４番（黒沼繁樹君）  毒性の話されると、ちょっと、

いや、実は非常におっかないんです。それまで、ちょ

っとあれですけど。現実的に知ってほしいのは、今現

在、日本の国民は1,500ベクレルでもおっかないんだ

というのを、もうすり込まれてしまったんです、新聞

報道とか何かで。２年後には１億7,000ベクレルが毎

日流されてくる、どこかしら。 

 だから、危険じゃないとか云々じゃなくて、1,500

ベクレルのトリチウムが流されていることを、福島の

漁師たちはそれ以上流さないでくださいというのが、

ところが２年後には、それどころじゃないのが流れて

くるんだよということを知っていただきたいというこ

となんです。 

 それで、今現在、福島産の魚介物をどこの国が輸入

規制しているかっていうのが、わかります。 

○副議長（桑田鉄男君）  和野生活福祉部長。 

○生活福祉部長（和野一彦君）  うろ覚えでございま

すが、輸入規制しているのは韓国だったというふうに

理解をしております。あと台湾ですか、というふうに

理解をしているところでございます。 

 以上です。 

○副議長（桑田鉄男君）  ４番黒沼繁樹君。 

○４番（黒沼繁樹君）  アメリカも品物によって違う

んですが、アメリカも中国も、ヨーロッパも福島に関

しては輸入規制してるんです。 

 それで、現実的にそういうふうになるのが、何とな

く非常におっかないんですけども、そのモニタリング

とか、２年先に向けた消費者へのどのように知らしめ

ていくか、安全というのを示していくかということを

早急に考えていただきたいなというふうに思っていま

した。 

 あと一つ、お尋ねしたかったのがプレミアム付き商

品券なんですが、単独の事業継続が困難だというふう

に市長さんからお答えをいただいたんですが、そもそ

も、じゃあ去年やったときに、何を期待して商品券を

取り組んだのかってことを教えてください。 

○副議長（桑田鉄男君）  遠藤市長。 

○市長（遠藤譲一君）  昨年実施いたしましたプレミ

アム商品券でございますが、これは、国からこの事業

を実施する場合については、国のほうで財源は補痾す

るというふうなメッセージが出てまいりましたので、

そういうことであれば、市内での経済効果もあろうと

いうふうに思いました。 

 これをやらないということであれば、国は対応しな

いというふうに、事業を特定されてやるのであればと

いうことで、全国のほとんどの市町村がこれを実施し

たところでございます。久慈市もそれに倣ったところ

でございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  ちょっとお待ちください。

総務部長、黒沼議員に保留中の答弁求めます。 

 勝田総務部長。 

○総務部長（勝田恒男君）  災害援護に関する協定の

ことで、ちょっと答弁保留にしておりました答弁にお

答えをしたいと思います。 

 協定は、平成８年の10月７日に締結しておりまして、

大規模な災害時における岩手県市町村の応援に関する

協定という協定でございます。県内全市町村で締結し

ているということでございまして、あと、久慈地域が

マッチングしている市町村は二戸市と盛岡市、久慈広

域市町村が被災した場合の応援市町村が二戸と盛岡と

いうことになってございます。 

 以上です。 

○副議長（桑田鉄男君）  時間が迫ってます。４番黒

沼繁樹君。 

○４番（黒沼繁樹君）  質問じゃないです。ありがと

うございました。 

 ちょっと尻切れトンボになっていましましたけど、

またよろしくお願いをいたします。ありがとうござい

ました。 

○副議長（桑田鉄男君）  13番佐々木栄幸君。 

○13番（佐々木栄幸君）  砂川議員の一般質問に関し

て、何点か関連質問をさせていただきます。 

 関連質問にあたり、議長にお願いしたいんですが、

議場のスクリーンを使用したいので、議長のお取り計

らいをお願いいたします。 

○副議長（桑田鉄男君）  スクリーン等準備のため

少々お待ちください。13番佐々木栄幸君。 



－126－ 

○13番（佐々木栄幸君）  初に、全プールに見られ

る傾向として、市民総合プールと、それから各地区の

５カ所のプールについて見ていただきたいと思います。 

 浸水など施設内の塗装の疼離等です。これは、深さ

を、浸水の場所です、疼離。これは、オーバーフロー

フェンスのところです。水が大きなところに流れて出

ると。これもやっぱり疼がれてます。 

 次は、プールサイドのブロックの陥没とか段差であ

ります。これも、先ほどの立ち台のとこです。全体の

中のブロックの段差。それから、これは角のところで

す。 

 それから、次に、プールサイドのフェンスの傾斜、

金網の破れです。この床上ですけども斜めになってお

ります。 

 それから、これもやはり斜めです。陥没と一緒に。

それから、破れてます、フェンスが。 

 次に、各地プールごとの問題点を取り上げます。 

 総合プールについて、 初に。屋外看板のさびと支

え、それから柵の腐食、それから立て看板のさび、そ

れから番線で支えられています。このようにさびてま

す、腐食して。これは、正面の横看板、久慈市の市民

総合プールの塗装が疼がれてます。これも、やはりフ

ェンスのさび、腐れ、腐食です。 

 それから、次に、プール水槽のブロックの陥没段差、

これも先ほどの部分ですけども、やはり段差が目立ち

ます。それから、このように全体の敷石も段差が目立

ちます。 

 次に、男女更衣室の天井の雨漏りによるカビ、それ

からロッカーの使用禁止等が目立ちます。これが、さ

びて穴のあいた場所です。これから雨が漏るんです。

それから、これが、やっぱりカビです、雨漏りによる。 

 このように、ロッカーも使用禁止の紙が目立って、

使用できない状態が多いです。 

 次に、小久慈プールについてであります。やっぱり

ブロックの陥没段差。これは出入り口のところの陥没

です。 

 それから、プールの底面の塗装疼がれ、床面の疼が

れです。それから塗装の疼がれ、サビ、このように手

すりがさびてます。 

 次は、大川目のプールについて。プールの周辺の雑

木が目立ちます。毛虫とか枯れ葉、落ち葉の問題が

多々見受けられます。 

 次に、プールサイドの水漏れです。このように水が

漏れてます。これ、張ってはあるんですけども、どう

しても。 

 それから、プールサイドの外灯の根元の腐食、これ

が外灯ですけども、このようにさびてます、穴があい

てます。 

 それから、夏井プールです、次は。25メートル用の

幼児プールの区切るフェンスが下部が腐食しておりま

す、このように。物すごいみっともない状況だと、危

ない状況でもあると思います。 

 それから、次に、幼児用プールの側面が疼がれて危

険です。これが、ここです。危険です。 

 それから、25メートルのプールの底がねじがない箇

所があります。これは、本当は４カ所あるべきものが、

ここがないと。これが何カ所か見受けられます。 

 それから、管理棟の雨どいの破損、このように破れ

てます。 

 次に、宇部プール。プールの傾き、左側の水面が低

く、右側の水面が高いです。要するに、傾斜がこうい

うふうになってます。こっちが低くて、こっちが高く

なってます。 

 それから、次に、これはプールサイドの段差です。

あとはフェンスの傾き、破れ、先ほど見ていただきま

した、このように傾いてるのをロープで支えています。

これもそうです、ロープで支えています。このように、

ここも、やっぱり金網が破れてます。 

 それから、機械室のタンクの腐食、このように、タ

ンクのカバーになっている管がさびて、もう朽ちてい

ます。これもさびてます、このように。 

 次は、侍浜プールです。国道沿いのフェンスの傾き、

このように傾いています。あとは、ここもやっぱり２

カ所目です。機械室がやっぱりさび、このように、物

すごいさびになっています。これは床面です。機械室

の。それから、ボイラー室の雨漏りによる天井のカビ、

これが天井のカビです、雨漏りによって。 

 ということで、全体的に、今、見ていただきました

けども、これを、先ほどの答弁であれば、お金がかか

るということなんですが、そうするというと、これ、

年次計画的に直していくのか、それとも、もしくは

大々的な改修の考えがあるのか、その辺の今後の見通

しをお知らせください。 

○副議長（桑田鉄男君）  澤里教育部長。 
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○教育部長（澤里充男君）  ただいま画面を使って、

いろいろな問題点等についてご指摘をいただいたわけ

ですけれども、できる部分については順次直して、修

繕については直してはいきたいと思ってはいるんです

が、なかなか財源的に全部をということには、なかな

か今できない状況だということで、先ほど教育長のほ

うからもそういった答弁をさせていただきました。 

 それで、通常の運営につきましては指定管理をさせ

ていただいておりまして、その中で利用者の安全・衛

生等については管理をしていただいているというとこ

ろでございまして、そこの部分のところで、指定管理

者のほうで手だてができる部分と、それから、大規模

な改修等とか大きな部分になってくれば、当然市でや

らなければならないというふうに考えております。 

 それで、一気にというのはなかなか難しいと思って

おりますし、大規模改修については、先ほど答弁をさ

せていただいたとおり、公共施設等の総合管理計画の

中で大規模改修をするのか、あるいは集約していくの

か、そういった大きな方向性を見出していかなければ

ならないのかなというふうにも考えております。当面、

利用者の安全が図れるような形で運営をしてまいりた

いというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  中居副市長。 

○副市長（中居正剛君）  このプール等については、

市長の施設でございまして、それについて補助執行で

教育委員会から管理してもらってると、そういう状況

でございますので、私のほうからも若干ご説明申し上

げたいと思います。 

 今、部長のほうからも公共施設等の管理計画の中で、

将来的な姿についてはやっていくんだということでご

ざいます。その集約化もひっくるめて、そして、市の

財政の中では限られた財源の中でございますので、そ

ういう制約もございますので、廃止等も含めてゼロ

ベースで検討していかなければならないだろうと。要

するに、施設もいっぱいでございます。このプールに

ついても、各地区にプールがあって、今ご説明あった

ように、かなりの部分で古くなっていると。そして、

かなりの部分で壊れてると。何か子供たちにけががあ

っても、それは市に全責任があるわけでございますの

で、その点についてはきちんとやる分についてはやっ

ていくと。そして、将来を見越して、整理する分につ

いては整理していきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○副議長（桑田鉄男君）  13番佐々木栄幸君。 

○13番（佐々木栄幸君）  ただいま副市長から、私が

将来思っているようなすばらしい答弁をいただきまし

た。実は、私も今提案したいなと思っていたのは個々

に直すことによって、３年、５年、10年かけていれば

とんでもない費用がかさむと思うんです。そういう中

にあってプールを、今、副市長が申されたように箇所

箇所の地区のプールを総合するのか、また総合市民

プールに集約するのか。または、今、総合運動公園を

構想しているわけでありますけども、そこに体育施設

として一同に温水プールとして総合市民プールにして

も、それから総合運動公園にしても通年、年間使える

温水プールにやるようにすれば、今各地区プールとか

総合プールの利用者数が23年から27年で３万4,000ぐ

らいあります。平均すると5,000から7,000の利用者が

あります。これがおそらく通年型になると今、介護等

で騒がれているんですけども、その予防対策、体力の、

老人なり子供たちの体力アップというか、それによっ

て介護になる率が減ってくるというような、そういう

側面も持っていると思うんであります。ですから、そ

のような大々的な方向に将来向かって温水プールを、

私は今の市民総合プールであり、できれば本当は総合

運動公園のほうに設置すれば冬はプールで、春・夏・

秋は外のジョギングコースなり、運動公園を利用し体

力づくりができる、そのような構想のもとに私はかな

りの財政が伴うかもしれませんけども、でもそれは市

民の健康づくり、体力づくりに、または老若男女の将

来の介護の防止対策にもなるのではないのかと思うの

でありますので、再度その辺の先々の構想をお聞かせ

願えれば幸いですけど。 

○副議長（桑田鉄男君）  澤里教育部長。 

○教育部長（澤里充男君）  総合運動公園の中につく

るとか、それから温水プールとして集約するとか、い

ろいろご提案をいただいたわけでございますが、まず、

統合とか廃止そういった部分については公共施設の総

合管理計画の中で、いろいろご提案をいただいた部分

を含めまして検討させていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  13番佐々木栄幸君。 

○13番（佐々木栄幸君）  それでは、ただいまの答弁
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を真摯に受けとめて、そういう将来に向かった構想が

できることを希望いたしまして、次の質問に移ります。 

 次に、９番の右折信号機の設置についてであります

けども、実はアンバーホールのところでありますけど

も、久慈のほうから長内に向かって来る場合に、要す

るに役所に右折しようになかなか渋滞でできない。そ

ういう中で、先ほどの前の議員さんの答弁の中にレー

ンをつくる必要があると言われましたけど、アンバー

ホールのところには右折レーンがあるんです。ですか

ら、あそこの場合は、私はどちらかといえば小久慈の

ところよりも先にできる可能性があるのかなと思うわ

けであります。そういう場合は、先ほども答弁にあっ

たように交通安全施設点検をしたり、それからその次

に交通規制対策協議会を開いて、県の公安委員会に持

っていくわけでありますけども、そういうわけで、久

慈市も当然協議会に入っているわけでありますので、

お願いすることによって、どうにかそれは可能性が強

いんじゃないかと思います。それから、さらに小久慈

通の長内橋にかけての渋滞についてもそうであります

けども、これは前々からの念願の希望であって、何回

かこの議会でも取り上げられてきているわけでありま

すので、将来的に方向性といいますか、段取りといい

ますか、その辺をどういうふうに考えているか、お知

らせ願えれば助かります。 

○副議長（桑田鉄男君）  和野生活福祉部長。 

○生活福祉部長（和野一彦君）  長内橋交差点の信号

基設置の件でございます。 

 現在、あそこ２車線でございまして、なかなか今の

状態であれば右折レーンがないと右折信号機の設置は

厳しいところもあるのかなというふうには思ってはお

りますが、右折レーン、これにつきまして、新年度、

調査検討に入るということでございますので、右折

レーンがつけば信号機の設置も可能性として高まって

くるのではないかというふうに考えております。 

 アンバーホールにつきましては、右折レーンがござ

います。これにつきましては、警察に対しまして関係

機関と連携をしながら要請をしてまいります。 

 以上です。 

○副議長（桑田鉄男君）  13番佐々木栄幸君。 

○13番（佐々木栄幸君）  今、和野部長から答弁いた

だきましたけども、そのようにアンバーホールの場合

は恐らく可能性が一番近いと思うんでありますので、

どうか力強い説得をなさっていただいて、県の公安委

員会のほうから一日でも早い設置を望んでいただきた

いと思います。 

 それから、小久慈通についても今年度の調査を期待

しながら早い時期の渋滞をなくすことをお願い申し上

げまして終わります。 

 ありがとうございました。 

○副議長（桑田鉄男君）  23番大沢俊光君。 

○23番（大沢俊光君）  同僚の砂川議員に関連いたし

まして、何点かお尋ねをしたいと思います。 

 まず、 初に１番の③駅前開発に係る複合施設のＰ

ＦＩ導入の検討について、先ほどの市長の答弁の中と

あるいは同僚の議員の答弁に対して民間活力の調査を

して、この選択肢に入っている、このＰＦＩ方式が。

それをしながら、先ほども私聞き違っていなければ、

ＤＢＯ方式という説明もあったやに聞きますけれども、

この辺は具体的にどういう内容になるのか、ちょっと

概要を、特徴というのか個性というのか、方式の内容

についてお尋ねしたいと思います。 

○副議長（桑田鉄男君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  ＰＦＩに関わりまし

ての何種類かある方式の中でのＤＢＯ方式というもの

が も高い財政縮減効果があるというふうに市長から

答弁を申し上げたところでございますが、このＤＢＯ

方式というものの も特徴的な部分は資金の部分で、

公的資金を活用する。設計から建設、維持管理、運営

までを包括的に民間に委ねるというところについては

ＰＦＩの基本の部分となりますけども、資金調達の部

分で資金調達までを民間に委ねるのか、あるいは公共、

市がその資金については手当するのかという部分が

も違う部分でございまして、このＤＢＯ方式というも

のは資金を公的、公が準備するという方式となるもの

でございます。 

 以上でございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  23番大沢俊光君。 

○23番（大沢俊光君）  いろいろ関心を持ちながら聞

いているわけですが、その横文字の分については市民、

関係者もわからない部分があろうかと思うんですが、

全体的なイメージとすれば、工事関係も運営形態もＰ

ＦＩが選択肢の中に入れば全体を任せてやらせていく

という発想になるわけですか。その考え方を教えてい

ただきたいです。 
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○副議長（桑田鉄男君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  ただいまＰＦＩ方式

とはというようなところで全てを民間といいますか、

そういう形かということなんですが、そこは枠組みを

どうするかということについては、まさに選択肢とい

うことになりますが、いずれにいたしましてもその設

計段階から民間のノウハウといいますか、提言等をい

ただきながらということになりますので、ＰＦＩを実

施する、まずは組織体をつくらなければならないとい

うことになります。その中で、一定の枠組みの組織の

中で然らば将来的にこの施設をどういうふうに運営し

ていくべきかというところを検討し、それをベースと

した設計が組み立てられていくというふうなことにな

ります。ということで、設計業者、建設業者、それか

らできあがった暁の、今回、図書館をメーンとする機

能となるわけですけども、図書館等の運営主体という

ところが頭をつき合わせながらあるべき図面を描いて

いくというふうなことになります。 

 以上でございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  23番大沢俊光君。 

○23番（大沢俊光君）  実は、ある関係者からこうい

うような資料をいただいて心配しているというのを言

われたんです。１月26日付の新聞で岩手建設工業新聞、

これに今言われたようなことが報道されている。あな

た聞いたことあるのかというふうな話をしながらこの

資料をもらったわけですが、これに決まったというか、

これに進むように理解して心配している人があるんで

す、関係者が。ですから、選択肢だとこういう話なん

で、ある意味では、ああ、そうなのかなというふうに

受けとめたんですが、実はきょう、その説明会を持た

れるということですが、実はこういう大きなプロジェ

クトをやる前に、私は遠藤市長さんのいいところだと

思っているんですが、市民の声を聞く、説明をする、

話し合いをする、協議をするというスタンスをまこと

にいい方法をとっているなと思っているんですが、事

このことに関すると、入り口論のところでマスコミの

ほうが先になっちゃったというふうに受けとめている

んですが、その辺の進め方、手順が誤りということは

ないんですが、いい方向でやってた中で若干後手に回

ったような感じがありますけども、きょうの説明会は

初の商工関係者といいますか商工会議所といいます

か、きょうやるということと、今まで進めてきた流れ

が市長が考えている手順に違いがなく運ばれています

か、お尋ねしたいと思います。 

○副議長（桑田鉄男君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  ただいま建設工業新

聞の部分で誤解が生じているのじゃないかというふう

なことで手順としてどうだったのかというお尋ねでご

ざいますが、いずれこのＰＦＩ導入を視野にという部

分については当初からご説明してきたつもりでござい

ますし、それが十分に伝わっていなかったということ

であれば、そこは我々の説明にちょっと足りない部分

があったのかなということでございますが、いずれこ

れまでにも紫波のオガール等を例にして、いずれああ

いった運営主体、それから実施形態が好ましいのじゃ

ないかというふうな逆提案もいろいろな場面でいただ

いてきた中で、我々もそういった視察とか勉強を重ね

た中で選択肢となり得るということで取り組んできた

ものでございます。そうは言いながらも、やはり実際

に設計施工という部分が比較的目前に迫ってくるとい

う中で、実はこれまでこの地域では取り組んだことが

ない手法だというふうなことで、業界のほうからはや

はりせっかくこういった久慈市ではそうそうない事業、

これを地域外の業者等が施工することになっては非常

に困るというふうなことで、 近になってそもそもＰ

ＦＩとはどういう手法なんだと勉強会開いてくれない

かというのが本日になっているわけですけれども、そ

ういった中でこれまでにも何度かそういった場面は設

けてきたつもりではございますが、やはりなかなかに

浸透していないといいますか、情報提供とすれば十分

でなかったという点はあったのかなというふうに考え

ておりまして、あくまでも検討段階、これをそういう

方向性でいけるのか、あるいは従来方式、行政がそれ

ぞれ設計から施工から入札、発注して、それから施設

が整備された暁には指定管理等、これについても公募

していくというやり方がいいのか、その点については

もう少し時間をかけて検討する必要があるというふう

に考えているところでございます。 

 以上です。 

○副議長（桑田鉄男君）  遠藤市長。 

○市長（遠藤譲一君）  ただいまの点についてでござ

いますけれども、いわゆるＰＦＩ方式というものにつ

いては、かなり以前からこういう言葉が出てきており

ましたので、関係の業者の皆さん、既におわかりだと
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いうふうに思っていたところでもございます。あとは、

市内業者に対しましてもアンケート調査、これに参加

していただけますか、可能性調査等も実施しておりま

すので、そこの仕組みをわかった上での参入する、し

ない、こういう回答もいただいたと思っておったんで

すが、実は先日のちょっと前の会議の際にそういう地

元の建設会社の経営者の方から、そもそもＰＦＩって

なんだろうという話が出たので、そのとき実は私びっ

くりしたんですが、こういう手立てもありますし、す

でにそれぞれぞれの企業においては普段から勉強され

ていらっしゃるというふうにこちらは認識していたの

で、ちょっとそこにずれがあったなということで、必

要があれば説明の場に出ますというお話をいたしまし

た。それで、きょうの場の設定というふうになったの

でございますので、建設工業の新聞の記事についても

こちらでは承知しておりません。説明しておりますよ

うに選択肢の一つというふうに考えておりますので、

これを決定するかどうかは当然議会の皆さんの同意を

いただかないといけないとこれは基本的に十分認識し

ております。 

○副議長（桑田鉄男君）  23番大沢俊光君。 

○23番（大沢俊光君）  わかりました。ある意味では

安心しましたが、市長のスタンスの市民との協働のま

ちづくりをするというスタンスがあるわけですから、

ぜひこの辺あたりはもう動き出しているという事業で

はなく、これからだということをお聞きしましたんで、

ぜひきょうの説明を含めてその心配されたり不安を持

っている方々を含めながら、こういう方式が協働のま

ちづくり、笑顔日本一の久慈市をつくるまちづくりの

スタンスなんだと、久慈市の玄関になる駅前開発の

メーン施設なんだということの中身が話し合いの中で

うまくいくようにしていただきたいという心配からの

お尋ねでございますので、いずれの方法をとるにして

も多くの市民から、関係者から理解を得られて、この

事業が着手されることを願うところでございます。 

 それから、時間がなくなりましたが、次は７番北三

陸の奇跡について、これは実は５年前を思い出すんで

すが、私は全くもう野田が近いところに住んでいるも

のですから、久慈市の災害とこの野田村の災害をとも

どもに目の当たりにしたんです。そのときに、５年前

に実は野田村の職員３名を泊まるところがないという

ことで家に、ボランティアとして泊めました。とめな

がら、そのときの話が、いや、野田村の保育園がどう

なった、園児がどうなったんだろうというのがその職

員たちの話であり、私らもこれは大変なことになって

なければいいなという思いがあって、私が確かめたの

は朝になって90名の園児が全部無事だった、そして職

員、先生が14名、104名が無事だったという話を聞い

て安堵したというか、まことに恐ろしい状況を見る中

での一つの救済劇だったなというふうなことを５年前

を思い出すわけであります。 

 そんな中で、当時はマスコミ等で釜石の奇跡という

話をよく報道しておったんですが、私はこれは隣村の

ことだけれども、広域北三陸の奇跡だなというふうに

ずっと思っておったんです。それを今回、３月20日、

当教育委員会の委員であります宇部京子さんがそこに

着眼して絵本を発刊したというふうなことを大変うれ

しく思うわけでありますが、教育委員会にもちょこっ

とこれをお尋ねしたいんですが、先に市長のほうに尋

ねましたんで、この先ほど教訓としたい、備えあれば

大事に至らないんだなという話がありました。ここに

当てはまるかどうかはわからないんですが、久慈市全

体で教訓にする中で、私は内部検討してもらいたいの

は、実は国体がある中でメイン会場が市の体育館です

よね。あれが、主催者が国体をやる本部があり、柔道

会場が久慈市の体育館であり場所を貸す、あるいは久

慈市がどういう参画をするか等々含めて、全国からお

出でになる。こういう備えの部分が生かすという部分

で柔道会場にする体育館の体制づくりが地元としてど

んなふうに話し合われていますか。この教訓を生かす

という話でつなげた対応の言葉がいただけませんです

か。 

○副議長（桑田鉄男君）  一田総合政策部長。 

○総合政策部長（一田昭彦君）  この絵本と国体につ

きましては、国体のほうでも今は議論はしておりませ

んが、せっかくこのような北三陸の奇跡というような

絵本も出たことでもございますし、やはりそういう場

を通じましてできれば全国の方にも知っていただける

場があってもいいのかなと思っておりますので、検討

させていただきたいと思います。 

○副議長（桑田鉄男君）  23番大沢俊光君。 

○23番（大沢俊光君）  いや、ちょっと違う。それは

それでお願いします。知らせるのじゃなく、被災地に

来るわけです、全国の選手団が。これが、生かすよう
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な訓練なり体制なりができてますかということです。

いわゆるそのスタンスを教えてください。会場が久慈

市で、体育館を主催者が使う、どうぞ使ってください

というスタンスですか、そうじゃなくやっぱり来るこ

とを受け入れる、もてなしをする、そういう協議をす

る環境づくりをする中で、一つこういうふうな毎月の

ように余震があるわけです、こういうふうな中でその

人たちを開催中に起きないことを願うわけですが、大

事に至らない訓練なり体制がどのような運びにあるの

かな、市長さんがこれを全体の市の政策の中に教訓と

して生かす、こういうことでしたのでつながれた関連

した話として説明できるのであれば考え方をお聞きし

たい。 

○副議長（桑田鉄男君）  一田総合政策部長。 

○総合政策部長（一田昭彦君）  大変失礼いたしまし

た。当然、会場は体育館ですし、いわゆる貸すんじゃ

なくて主催者そのものが久慈市でございますんで、い

ろいろこういうような有事の際というのは全責任が久

慈市にございます。そういう部分でしっかりとやっぱ

り今実行委員会と久慈市の国体に向けての実行委員会、

それから専門委員会等が組織されていますので、その

中でどのような形で避難をするのかというのを詳細に

詰めていきたいと考えております。 

○副議長（桑田鉄男君）  23番大沢俊光君。 

○23番（大沢俊光君）  無理があったかもしれません

が、心配だったので、ぜひそこはひとつ、全国の選手

団、関係者をおもてなし、お迎えするに当たって表に

は出ない対処をぜひ考えていただきたいと思います。 

 それから、次に12番、ここのところでは答弁いただ

きました。機材器具には被災がなかったから復興庁と

話したけれども対処できなかったということでござい

ます。実は、ほ場整備のハード部門はようやくにして

ご指導をいただきながら見えてきました。いよいよこ

れを運営する、運用する営農組合なり宇部川ファーム

というのが158、9名の水田を委託というか、中間管理

機構を通じてやるわけですが、約80ヘクタールの面積

を１台、２台のトラクター、コンバインでは対処でき

ない状況が少しずつ見えてきたんです。 初の段階は、

それぞれが持っているのを出し合いをするとか、営農

組合で応援するかというふうな話も持たれてきたわけ

ですが、なかなかにして実務にあっては大変な部分が

あるんです。復興事業では大変だということですが、

どうか制度上、有利な制度があったら、ひとつ私ども

にご指導をいただきたいんです。トラクターも足りな

いし、コンバインも足りないし、あるいはそれに付随

するもの、ライスセンターもできましたけれども、品

種の統一等々がなければ即ものが入って玄米になって、

なかなかにして間に個人のものを入れれない心配など

が出てきました。この辺のひとつ考え方について制度

のご支援をいただきたいんですが、どうでしょうか。 

○副議長（桑田鉄男君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  宇部ほ場の今後の展

開の中で機械施設等不十分だという中で、何らかの支

援をということでございます。 

 今月、久慈市農業再生協議会の総会、臨時総会もあ

った中でもご意見等いただいたわけなんですが、いわ

ゆるその機械施設整備等、まだまだ必要だというふう

なお話がございました。そういう中でやはりどういっ

た制度があるかという情報が不足しているというとこ

ろがございましたので、我々としてもそこをしっかり

と調査しながら情報提供に努めてまいりたいというふ

うに思っております。 

 特にも、ＴＰＰ対策としての予算等の中には大規模

化とか集約化とかというふうなメニューがございます

ので、そういった中で使えそうなものについて情報提

供してまいりたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  24番濱欠明宏君。 

○24番（濱欠明宏君）  24番濱欠明宏であります。議

場内スクリーンを使用させていただきたいということ

で、お取り計らいをお願いいたします。 

○副議長（桑田鉄男君）  スクリーン等準備のため

少々お待ちください。24番濱欠明宏君。 

○24番（濱欠明宏君）  政和会代表、砂川議員に関連

しましてご質問させていただきますが、３番の名誉市

民タマシン・アレン女史についてということで、昭和

40年にライシャワー大使が来たときの写真でありまし

て、右が岩城元君の祖父であります岩城惣一郎さん、

そして当時の多分議長であった中野さん、そしてライ

シャワー大使、山内堯文市長、アレン先生、そしてラ

イシャワー大使の奥さんであるハル夫人、そして武官

だったと思いますが親交のある、名前忘れましたが、

お二人の夫妻、そしてその隣が私の祖父であります濱

欠長右エ門、そしてその隣が矢幅武司、これが久慈幼
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稚園の正面玄関の写真であります。昭和40年アレン先

生に会いにきたときの懐かしい写真であります。 

 次お願いします。これが当時、子供たちがライシャ

ワー大使を歓迎したときの模様でありまして、アレン

先生、あるいはライシャワー大使夫妻、そして真ん中

にいるのが矢巾こうぞう先生、そして子供が３人おり

ます。当時、ライシャワー大使に「ハウアーユー」と

いう話をするんです。そうすると大使が「アイムファ

インサンキュー」そしてやり取りをするわけですけど、

そんな思い出を持っておりまして、非常に当時アメリ

カ大使が久慈に来るというふうなことがあったという

この現実を皆さんにまず共有をさせていただきたいと

思っております。 

 次にお願いしますが、これがいわゆる通称アレン記

念館、アレン先生が執務、居住した現在でありまして、

これが正面、そして西側、裏側、南側、これがアレン

記念館の現状です。これもヴォーリズさんが設計した

当時のままでありまして、いわゆる老朽化が著しくな

っているという現状でございます。 

 次、お願いします。これが現在の幼稚園の風景であ

りますが、先ほど子供たちとライシャワー大使が話し

たときの大体現状とその場所がこうなっているという

ふうなことです。 

 お願いします。これが正面でありまして、市長さん

始め、議長さん、あるいは岩城さん等がここに並んで

記念撮影をしたという久慈幼稚園の正面玄関でござい

ます。 

 これが久慈幼稚園の園舎でありまして、園庭とこう

なっておりまして、当時はこの園庭の右側にはジャン

グルジムがあったりして、非常に活気いい幼稚園だっ

たというふうに思っております。 

 次、お願いします。これが事務所になっている場所

でございまして、今現在、事務所になっているわけで

すけど、これも当時の建物でございます。屋根裏には

秘密の隠れ家というか、秘密の部屋というか３階とい

うか屋根裏というか、そういうなのもあります。非常

に老朽化しているという現状でございます。 

 お願いします。これが南側。そして、これが北側と

いうふうな状況でございます。 

 ありがとうございました。 

 昨年、市長がアレン先生の墓地のほうにお見えにな

って、いわゆるアレン先生をしのぶ会に遠藤市長も参

画をしたわけでありますが、久慈市の広報に昭和40年

の広報でありますが、「久慈市に30数年、アレン先生

ありがとう」という広報くじが発行されました。この

中にはアレン先生は社会福祉事業の推進と教育文化の

向上に尽くされた功績が高いということで、昭和25年

岩手日本文化賞、32年、勲五等瑞宝章あるいはフラン

クリン大学名誉文学博士号、厚生大臣賞などを受けら

れました。市では、昭和34年11月３日、いわゆる久慈

市が昭和29年に合併した日でありますが、34年11月３

日に名誉市民として推たいをされたというふうなこと

になっております。いろいろ記事がありますが、アレ

ン先生はこの広報くじの中で、幾ら頭がよくても心が

貧しければだめ、精神教育が大切だという挨拶を出席

者全員で、そして乾杯して感謝をたたえたというふう

な記事が載っております。 

 私は、東京に行くときには雑学ということでこの週

刊現代ちらっと読むんですけれども、週刊現代を読み

ましたらば、実は今、朝ドラで「あさが来た」という

ふうな番組が放映されているわけですけれども、その

中を斜め読みしていましたら、いわゆるウィリアム・

メリル・ヴォーリズが出てくるわけです。 

 砂川議員も一般質問の代表質問で話をしましたが、

あさの娘千代の旦那さんがテレビでは東柳というふう

なことになっていますが本名は一柳子爵というふうな

ことで、その人と結婚し、その人が 終的には跡を継

いでいくということになってきます。そのヴォーリズ

に嫁いだのがその子爵の妹だというふうなことで、こ

の「あまちゃん」で久慈市はいわゆるメジャーになっ

たわけでありますけれども、また「あさがきた」で実

は久慈社会館との縁があるヴォーリズさんとの縁があ

る朝ドラが始まったというふうなことであります。 

 私は、これらを見たときになるほど、今光を当てな

くてどうするんだろう。久慈社会館のヴォーリズの建

造郡、これについて私の知人でありますが、いわゆる

旧社会館の経営者である矢幅牧師が実はその時の設計

図、青写真を持っているという話がありました。ぜひ

これは埋もれることなく将来の観光資源として経済効

果を高める役割が大であるこのヴォーリズの建築群の

設計図、これらを何とか行政としても入手をしながら、

そしてヴォーリズが久慈に設計をしたという建物があ

るんだと。そしてこれは実は私は政和会で昨年の春、

滋賀県の近江八幡市に行きました。近江八幡市にはい
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わゆるヴォーリズの本拠地でありまして、宣教師であ

りますが、南のヴォーリズ、北のタマシン・アレンと

いうふうなことで活躍をなさっている関係がありまし

て、結果として久慈にヴォーリズが建築をする建物群

ができたということであります。幸いにその設計図、

青写真があるというふうなことでありますから、それ

にも光を当てながら復元するのかあるいはミニチュア

でいくのか別にしましても、この近江八幡のヴォーリ

ズが設計した建物を見ると窓の枠が実は十字架になっ

ているというふうな、ほんのちょっとしたところだけ

ども、そこに一つの宗教者としての建築に寄せる思い

があったというふうなことでありまして、おそらく久

慈幼稚園の建造郡にもそういう宗教者ならではの宣教

師ならではの思いが詰まっていたのではないかと思っ

ております。 

 私は、この久慈に、ぜひ質問にもありましたように、

ライシャワー大使についでケネディ駐日大使が久慈に

来ることがあれば、まさに久慈に光が当たり、この経

済効果は大である。私は、前回の質問でも教育委員会

のほうにも名誉市民の検証、そして三船記念館あるん

だけれども、タマシン・アレン記念館がない。そうい

った意味では三船記念館をレベルアップして偉人記念

館にするのかということも議論しました。いずれにし

ましても、この昭和34年の市制５周年記念でおそらく

名誉市民に推挙されたということになりますと、名誉

市民に推たいされてから57年が経つ。そして、去年は

市長、いわゆる来日100年ということで、アレン先生

の記念事業を一生懸命やられたというふうなことであ

ります。重ねて、こういった勢いをつけながら名誉市

民の検証、そしてこれらを実は経済効果に大いに役立

つだろうという希望がありますので、何としても、市

長、駐日大使を仮に来るということになればそんなに

金のかかる話ではありません。ぜひ市長の個性でもっ

て、笑顔あふれる久慈をつくりたいというようなこと

を理解していただきながら、何としてもこの機会に駐

日アメリカ大使の招聘を実現していただきたいと思う

わけでありますが、この考え方について、あるいは取

り組みについてお聞かせ願いたい。 

○副議長（桑田鉄男君）  遠藤市長。 

○市長（遠藤譲一君）  タマシン・アレン先生がこの

久慈市に果たされた役割は非常に大きいというふうに

思っております。議員の皆様も目黒安子先生が書かれ

た本を皆さんお読みになったかと思うんですが、私も

あれを何回か読ませていただいて、改めて本当に献身

的に貧しかったこの地域のために本当に一生を捧げて

いただいたというふうに思っておりまして、このタマ

シン・アレン先生の果たされた業績については、市民

みんなはこれからもしっかり心にとめていかなければ

いけないというふうに強く思っております。 

 この建物群について、大分老朽化が進んでいるのは

非常に危惧しておりますが、現在、所有者が別にござ

いますので、そちらとも協議をする必要があるという

ふうには思っております。やはり、目で見える、市民

が見えるそういった施設の維持は非常に大事だという

ふうに思っております。 

 あわせまして、ケネディ駐日アメリカ合衆国大使の

招聘につきましては、目黒安子先生からも自分も協力

できるかもしれないというお話がありますので、これ

についてもしっかりと大使館のほうとお話をしてまい

りたいというふうに思っております。 

○副議長（桑田鉄男君）  24番濱欠明宏君。 

○24番（濱欠明宏君）  期待をしながら朗報を待つと

いうふうな姿勢でいたいと思いますが、 後に紹介で

ありましたが、先ほど子供が３人映っておりました。

あのうちの１人が私であり、男の子の１人は矢巾の徳

永整形外科の先生、そしてもう１人女の子ですが、下

川原議員のいとこのみつえさん。おばさんだそうです

が、そういう関係で、そして実はあの中に映っている

諸先輩は今この世にはいない、残っているのはこの３

人は残っているということを紹介しながら終わりたい。

ありがとうございました。 

○副議長（桑田鉄男君）  再質問、関連質問を打ち切

ります。 

 この際、暫時休憩いたします。再開は午後３時35分

とします。 

    午後３時14分   休憩   

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

    午後３時35分   再開   

○副議長（桑田鉄男君）  休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 一般質問を継続します。 

 次に、社会民主党、豊巻直子さん。 

    〔社会民主党豊巻直子君登壇〕 

○１番（豊巻直子君）  社会民主党の豊巻直子です。
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９月、12月に引き続き３回目の一般質問をいたします。 

 初めに、12月議会で質問した小中学校の出産や病気

によって休みに入った教職員の代替教員を３学期に間

に合うように配置していただきました。ありがとうご

ざいました。また、トイレの改修や様式化の計画がさ

れたことに対してお礼を申し上げます。 

 それでは、質問に入らせていただきます。１番目に、

環境の保全と衛生について質問します。小久慈町岩瀬

張地区内を通行する大型車両による粉じん被害の改善

についての取り組みを伺います。実は、地域の方から

お話がありまして、大型のダンプカーが走ると洗濯物

を外に干せないとか、窓をあけることができないとか

ということで、まず、この実態を久慈市として承知し

ていらっしゃるかどうか、承知していらっしゃるとし

たらば、どのような対応をしていらっしゃったか教え

てください。 

 ２つ目に、長内川幸橋付近の河川敷の利用者が多い

ことから、仮設トイレを設置する考えがないか伺いま

す。実は、久慈川の河川敷にはパークゴルフ場とか子

供たちが走って体力づくりをするようなコースがある

んですけれども、久慈川のほうには仮設トイレがある

のですが、長内川には設置されておりません。それを

設置するお考えはないでしょうか。 

 ２つ目です。お産と育児支援事業についてです。新

しい事業であるお産・育児支援事業が掲載されていま

すけれども、その詳しい内容について伺います。前に

質問された議員にもお答えになっていると思いますけ

れども、もう一度お願いいたします。 

 ３つ目です。第２期中心市街地活性化基本計画につ

いてです。久慈駅前整備事業の進捗状況について伺い

ます。実は、私も建設工業新聞を読みました。ちょっ

と驚いてしまいました。「久慈市は19億2,400万円を

かけて駅前を整備するに当たり、ＰＰＰやＰＦＩを導

入し、新たな図書館はこれまでの概念にとらわれない

空間をつくる方針」と書かれていました。実際のとこ

ろＰＦＩ方式で行う予定がありますか。予定がある場

合、図書館などの公共性をどのように担保するのか伺

います。 

 ４番目です。道路改良についてです。小久慈町から

大川目町に抜ける市道天田内三田町線沿いには、久慈

琥珀博物館や特別養護老人ホームこはく苑などの施設

があります。施設見学や施設利用のためバスを運行す

ることがありますが、道路が狭く危険です。道路を拡

幅する計画はありませんか。小久慈のほうから入ろう

とすると、橋のところが鋭角に曲がっていて大型バス

が通れないのだそうです。大川目のほうからしか登っ

ていけないというお話でした。 

 ５番目は除雪です。通学路の除雪の状況について伺

います。１月18日から19日は大雪でした。そのときの

山形地区の中学校付近の除雪の状況を教えてください。 

 ６番目です。教育の充実について。くじかがやきプ

ランというプランがあるのですが、そこには拡充の印

がついていました。具体的にどのような内容について

拡充されるのか教えてください。市長さんの施政方針

演述の中に、学びのサポート学習塾という内容があり

ましたが、これは具体的にどのような内容なのか伺い

ます。 

 ７番目です。小中学校の労働安全衛生管理体制の確

立についてです。2016年４月から市内小中学校の労働

安全衛生管理体制はどのような形になりますか。以前

から、県から通知があり、４月から安全衛生体制の確

立をということで準備をしていたと思います。１つ目

は衛生委員会の設置がどのようになりますか。各学校

ごとですか、教育委員会全部で一つの委員会ですか。

それから、産業医の選任の進捗状況について伺います。

12月の質問でお聞きしたら一番先にやるのは産業医の

委嘱だというふうにおっしゃっておりました。どうな

ったでしょうか。それから３番目は、労働時間の把握

は４月から継続的に行われますか。また、持ち帰り残

業の把握も予定されていますが、その対応はどうなり

ますか、教えてください。４番目は、平成27年度の病

気休職者数とそこに占める精神疾患の割合についてお

聞きしたいと思います。県内でも非常に精神疾患の割

合が高いですので、久慈市がどうなっているのか教え

てください。５番目は、現在進めている労働安全衛生

管理体制の確立によって休職者数を減少させる効果が

期待できるとお考えでしょうか、教えてください。 

 登壇しての質問を以上で終わります。 

○副議長（桑田鉄男君）  遠藤市長。 

    〔市長遠藤譲一君登壇〕 

○市長（遠藤譲一君）  社会民主党、豊巻直子議員の

ご質問にお答えをいたします。 

 初に環境の保全と衛生についてお答えいたします。 

 まず、小久慈町岩瀬張地区の大型車両通行による粉
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じん被害についてでありますが、現状は承知しており

ます。その原因といたしましては、滝ダム周辺の採石

場及び生コンクリート会社の間を往来する車両からの

粉じんが主な要因と捉えております。 

 現在、久慈市では採石場等の事業者と公害防止協定

を締結し、協定項目の中で道路清掃を義務付けている

ことから、事業者は随時必要に応じて道路清掃を実施

していると承知しております。 

 今後におきましては、岩瀬張地区の粉じんについて

引き続き注視するとともに、必要に応じて事業者に対

し指導等を行ってまいります。 

 次に、長内川幸橋付近の河川敷の仮設トイレ設置に

ついてでありますが、長内川河川敷は地域住民の憩い

の場の創出のため、平成４年度から平成19年度にかけ

て岩手県が整備を行い、現在、施設の管理委託協定に

基づき市において施設内の草刈り等の維持管理を行っ

ております。仮設トイレの設置について河川管理者で

あります県北広域振興局に確認したところ、河川敷内

の仮設トイレの設置区間については、地域要望等踏ま

え協議に応じたいとの回答を得たことから、設置に向

けて検討してまいります。 

 次に、お産・育児支援事業についてお答えいたしま

す。 

 本事業は昨日の市民共同代表、小倉議員ほかにお答

えいたしましたとおり、安心して出産・育児ができる

よう、妊娠・出産・育児に係る費用の一部を助成する

３つの事業内容となっております。 

 １つ目は、ハイリスク妊婦の健診受診に係る交通費

として、県立二戸病院までの公共バス料金相当額の補

助であります。２つ目は、ハイリスク分娩の家族宿泊

費の補助であります。３つ目は、出産祝金としてのべ

っぴん商品券を交付しようとするものであります。 

 今後におきましては補助要綱等を早急に整備し、関

係機関と連携を図りながら、妊娠・出産・育児の支援

体制の充実に努めてまいります。 

 次に、第２期中心市街地活性化基本計画についてお

答えいたします。 

 まず、久慈駅前整備事業の進捗状況についてであり

ますが、先の創政・公明クラブ代表、山口議員にお答

えいたしましたとおり、整備計画の見直し作業を経て、

昨年12月末に国庫補助に係る本要望を行ったところで

あります。 

 次にＰＦＩ方式の予定についてでありますが、先の

政和会代表、砂川議員にお答えいたしましたとおり、

市場調査における事業者の参入意向といたしましては、

本事業への参加検討可能との回答があったことや、公

的資金を活用したＤＢＯ方式により、かつ委託期間を

15年、または20年と長期設定した場合に、 も高い財

政縮減効果が見込まれるとの結果が得られたところで

あり、総合的な観点から判断してまいります。 

 また、ＰＦＩ方式で行う場合の公共性の担保につき

ましては、要求水準書に基づく担保、図書館を中心と

した公共サービスの運営経験のある企業参加資格の設

定による担保、さらに、業務履行状況の監視等の対応

が必要になるものと考えております。 

 次に、市道天田内三田町線の道路改良についてお答

えいたします。 

 当該路線は、主要地方道久慈岩泉線と国道281号を

結ぶ重要な路線であり、地区住民の生活道路であると

ともに、大型トラックや琥珀博物館へ向かう観光バス

など、大型車両の通行が多い路線でもあると認識して

おります。 

 現在、県道の交差点から天田内橋までの狭隘区間に

ついて、拡幅工事を進めているところであり、今後に

おきましても、引き続きその整備に努めてまいります。 

 後に、通学路の除雪についてのご質問にお答えい

たします。 

 通学路となる市道等の除雪につきましては、優先的

に実施しているところであります。 

 本年１月18日から19日かけての大雪の際は、特に山

形地区で70センチメートルを超える積雪量となったこ

とから、直営・委託業者を総動員し、昼夜にわたって

除雪対応いたしましたが、降雪量が多く、しかも湿っ

た重い雪のため、除雪に時間を要し、２回目の除雪ま

でにさらに積雪が進んだところであります。 

 今後におきましても、優先的に通学路の通行確保が

図られるよう努めてまいります。 

 以上で、社会民主党、豊巻直子議員に対する私から

の答弁を終わります。 

○副議長（桑田鉄男君）  加藤教育長。 

    〔教育長加藤春男君登壇〕 

○教育長（加藤春男君）  社会民主党、豊巻直子議員

のご質問にお答えをいたします。 

 初に、教育の充実についてお答えをいたします。 
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 まず、くじかがやきプランの拡充内容についてであ

りますが、今年度は、市内小学校13校、中学校４校、

計17校に21名の特別支援教育支援員を配置したところ

であり、このうち２名の支援員は２校を兼務しており

ます。平成28年度につきましては２人を増員し、23人

を各学校に配置する予定としており、配置校について

は、現在、調整中であります。 

 次に、学びのサポート学習塾についてでありますが、

学びのサポート学習塾は、長期休業中の課題や日ごろ

の学習で、児童生徒が不安を感じている教科の内容、

英会話、家庭での勉強法など自主学習の推進を図るた

めの支援を目的として、今年度から実施しているもの

であります。 

 今年度は、夏季が８月１日から４日までの４日間、

冬季が１月４日から６日までの３日間、小学校４年生

から中学３年生を対象に実施いたしました。 

 児童生徒の指導に当たっては、学校教育課の指導主

事のほか、市内の高校生からも参加してもらい、高校

生からは、「教員志望という将来の目標に向けてとて

もよい経験になった」という感想も聞いているところ

であります。 

 英会話については、外国語指導助手を中心に、小学

生の英語に対する興味関心を広げる活動を中心とした

楽しく学べる場の提供という形で学習を進めておりま

す。 

 今年度からスタートした事業でありますが、１日40

名の定員に対して、夏季については毎回約50名程度の

申し込みがあり、冬季については、夏季を超える毎回

約60名程度の申し込みがあるなど、児童生徒や保護者

から好評を得ていると感じております。 

 次に、小中学校における労働安全衛生管理体制につ

いてお答えをいたします。 

 まず、４月からの管理体制でありますが、新年度か

らの体制整備に向け、久慈市教育委員会安全衛生管理

規定を改正し、小中学校全校を一つの事業場として久

慈市小中学校衛生員会を設置する考えであります。 

 また、各小中学校の学校衛生員会等の設置について

も推進してまいります。 

 次に、産業医の選任についてでありますが、久慈医

師会に久慈市教育委員会産業医の推薦をお願いし、先

般、推薦をいただいたところであります。 

 次に、労働時間の把握についてでありますが、新年

度から恒常的に時間外労働時間の把握を行う考えであ

ります。 

 なお、持ち帰り業務の把握につきましては、県立学

校との状況等を踏まえながら検討してまいりたいと考

えております。 

 次に、病気休職者数についてでありますが、今年度、

小中学校の教職員で病気休職の教職員は１名であり、

精神疾患での休職となっております。 

 後に、労働安全衛生管理体制の確立による休職者

数の減少効果についてでありますが、教育委員会、小

中学校及び産業医が情報を共有し、職場の状況を把握

しながら環境改善に向けて取り組むことで、教職員の

健康保持増進が図られ、休職者の減少にもつながるも

のと期待しているところであります。 

 以上で、社会民主党、豊巻直子議員に対する私から

の答弁を終わります。 

○副議長（桑田鉄男君）  再質問を許します。１番豊

巻直子さん。 

○１番（豊巻直子君）  １番目の環境の保全と衛生に

ついてのところですけれども、環境保全協定を結んで

いられて、業者と久慈市がということですよね。粉じ

んが大変な状況になったらば、適宜、洗浄するという

ふうなお答えと思ったんですが、実は、何日か前も同

じように粉じんがひどくて、日常的にそういうのがあ

ったときに、住民がどこにそれを伝えると市のほうか

ら業者を指導していただけるのか、それを教えていた

だければと思います。 

○副議長（桑田鉄男君）  和野生活福祉部長。 

○生活福祉部長（和野一彦君）  環境の保全の関係で

ございます。これにつきましては、業者と環境保全協

定を結んでおりまして、その中で道路清掃についても

規定をしております。これは、必要な都度、道路の清

掃等を実施するものとするという内容でございます。 

 また、苦情の処理ということでございますが、これ

につきましても協定の中で規定がございます。「住民

から苦情があった場合は、乙において、これは業者で

すが、乙において誠意を持って迅速かつ適切に処理を

するものとする」ということでございますが、苦情が

ある場合は市のほうでも受けつけておりますので、市、

あるいは業者のほうに直接でもよろしいですが、ご意

見、ご要望をお寄せいただければというふうに思って

おります。 
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 以上です。 

○副議長（桑田鉄男君）  １番豊巻直子さん。 

○１番（豊巻直子君）  すいません。多分、業者より

市へ伺ったほうが話やすいと思うんですけど、どちら

の窓口に行ったらよろしいですか。 

○副議長（桑田鉄男君）  和野生活福祉部長。 

○生活福祉部長（和野一彦君）  生活福祉部の生活環

境課のほうにお願いをしたいと思っております。 

○副議長（桑田鉄男君）  １番豊巻直子さん。 

○１番（豊巻直子君）  ありがとうございました。困

っている方にお伝えしたいと思います。 

 長内川のトイレの設置については前向きに検討とい

うことで、大変ありがたいなというふうに思っており

ます。ありがとうございます。 

 それでは、３番のＰＦＩのことなんですが、私ＰＦ

Ｉってわかんなくてパソコンで調べました。そうした

ら、出てきたページがあんな感じの間接照明とかがさ

れたいろんな空間がつくられて、コーヒーを飲みなが

ら本を読んでいたりとか、そういうスナップがばあっ

と流れてきて、それはＴＳＵＴＡＹＡっていうところ

が全国的にやられているＰＦＩでつくった図書館って

いう説明がありました。読んでみると、どちらかとい

うと多くの人が興味関心を感じる書籍を多く仕入れて、

専門的な図書なんかはどちらかというと少なくなって

というような偏りがあったり、自分の系列の会社で本

を扱っているんだけど、もう古くなってしまった料理

本とか旅行本とかそういうのを仕入れて、棚には並べ

られないからどこかに置いとくんだと思うんですけど、

そういうふうな問題が起こったりしているようです。

図書館の雰囲気としてはとてもいいんだけど、そこに

入ってコーヒー飲みながら本を読むというのはとても

すてきなことなんですけど、たくさんの人に利用して

もらうためにそういう形に図書館がなっていくってい

うことについて、歯止めはかかるでしょうか。 

○副議長（桑田鉄男君）  遠藤市長。 

○市長（遠藤譲一君）  今、固有名詞が出ました業者

につきましては、全国的には佐賀県の武雄市の図書館

が先駆けということで、非常に多くの来場者を迎えて

るという実績が上がっておりますが、全国的にはほか

の市町村において住民の反対運動が起きてるというふ

うな話も聞いております。 

 久慈市の新しい図書館につきましてもたくさんの方

にご利用いただきたいというふうに思っておりますが、

今、お話のあったそういうやり方ではないことをしっ

かり考えていかなければいけないと思っております。 

 市民の皆さんに参加いただいたワークショップも開

催いたしまして、そういう場でどういうふうな図書館

であるべきかというのをどんどんお寄せいただきたい

と思って開催いたしました。プラスマイナスを考慮し

ながら、本当に市民のために整備して良かったと言っ

ていただける内容にしてまいりたいというふうに考え

ております。 

○副議長（桑田鉄男君）  １番豊巻直子さん。 

○１番（豊巻直子君）  わかりました。偏りがないよ

うな形でやられればいいなと思ったり、それからまだ

心配なことがあって、さっきのＤＢＯ、設計と建設と

運営が同じところでやるということなんですけど、そ

うなってくると、それが久慈市の業者でそれを受けて

くれるところがあるのでしょうかっていう心配があっ

て、大きなところが外から入ってきて、設計料も建て

るお金も運営でたくさん人を呼び寄せて入館料とかと

るんだかどうかわかりませんけど、そういう形でせっ

かくの久慈の大切なスペースで生まれたお金が、久慈

じゃないところにいってしまうっていうのがすごく心

配なんですけど、そこについてはどうでしょうか。 

○副議長（桑田鉄男君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  ただいまのＰＦＩの

中でのＤＢＯ方式によった場合に、結果として市外の

業者等が参入するということになるのではないかと、

市内のせっかくの公共財が失われるんじゃないかとい

うふうなご懸念でございますが、先ほど大沢議員にも

お答えいたしましたけれども、この方式のよさという

点では、運営まで見据えたところでチームとして設計

に携わっていくと、運営者がこうあるべきだというふ

うな意見等を入れながらそれが設計に反映されていく

というよさがこのＰＦＩ方式、中でも資金を公が手だ

てするというＤＢＯ方式となるわけなんですが、これ

はメリットの部分ということになりますが、一方では、

どうしても地域にノウハウがない場合に他の地域から

そういった運営主体なり、設計施工という部分が参入

することもあり得るというご懸念はあろうかと思いま

す。そういったことにつきまして、今、手法とすれば、

将来的に得るものとすれば、やはり、このＰＦＩ方式

というものは有効なんだけれども、地元の産業経済、
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あるいは業界といった部分でどうなのかというあたり

につきましても、いわゆる総合的に検討しているとい

うのがそういった部分でございますので、ご理解をい

ただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  １番豊巻直子さん。 

○１番（豊巻直子君）  ありがとうございました。ぜ

ひ、地元で仕事がとれるようにお願いをしたいと思い

ます。 

 あともう一つ、今、図書館で働いていらっしゃる

方々がいるんです。障害がある方も働いていらっしゃ

います。そういうふうな雇用を守るということも大事

なことだと思うんですが、新しい施設は雇用はどうな

りますか。 

○副議長（桑田鉄男君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  ただいま、現状の図

書館の中で障害者雇用もされているということで、こ

れは図書館に限らず、市の組織として法定の障害者雇

用の 低目標が定められている中で雇用努力をしてい

る、たまたま配置されているのが図書館であったりと

いうことなんですけれども、障害者雇用につきまして

は、市の労務管理の中でどこに配置するかというふう

なことが検討されていく。新しい図書館について障害

者雇用が維持されるかどうかということにつきまして

は、先ほどの答弁と同じになりますが、その運営をど

うしていくかという中で検討されるものということで

考えておりまして、いずれにしても法定雇用の部分に

ついては遵守していくということになると思いますの

で、ご理解お願いしたいと思います。 

○副議長（桑田鉄男君）  １番豊巻直子さん。 

○１番（豊巻直子君）  わかりました。ぜひ、久慈市

民のための図書館になるように計画を進めていただけ

ればと思います。働いている人にとっても、利用する

人にとっても、よろしくお願いします。 

 除雪についてお答えいただきました、学校の周りは

優先的にというお話をいただきました。当日、実は70

センチ超えて、学校の中が大人の胸くらいだったんだ

そうです。門より中です。山形の中学校っていったら

山形中なんですけど、結局、給食車とか、山形の場合

スクールバスを４つも５つも利用しているのです。そ

うすると、スクールバスが回転したり、待ってたり、

給食車が入ったり出たりとか、そういうところがとて

も学校の職員とか子供たちも手伝ったにしても何とも

ならなくて、結局、これはどうしようもないというこ

とでお金払って業者に頼んで中を雪かきしてもらった

ということなんですが、市にお話すると、きっと門か

ら中は教育委員会だよというふうにおっしゃられるの

ではないかなと思ったり、何とか門の中をやってもら

うっていうのはできないことでしょうか。 

○副議長（桑田鉄男君）  大森山形総合支所長。 

○山形総合支所長（大森正則君）  今、学校敷地内の

除雪についてというお尋ねでございますけれども、山

形総合支所産業建設課といたしましては、給食車がつ

けれるところまでは除雪するようにやっておるつもり

でございます。ただ、それ以外のところですといろい

ろ障害物もありますし、校庭に段差がつくとかいろい

ろありますので、そこまではやってないといいますか

できない状況でございまして、特に、何か必要がある

場合は教育委員会のほうを通して、個々にご相談いた

だければ対応が可能な場合もありますので、そのよう

にお願いしたいと思います。 

○副議長（桑田鉄男君）  １番豊巻直子さん。 

○１番（豊巻直子君）  ありがとうございます。給食

車の分をやっていただいているというのを聞いて、す

ごくよかったなと思います。ガタゴンのところから給

食を運んだらみんな冷めてしまうということになって

しまうと思うので、じゃあ、きょうはどうしてもお願

いしたいというときは教育委員会を通していくと、何

とか、もしかしたらうまくいくかもしれないというこ

とでよろしいですか。 

○副議長（桑田鉄男君）  澤里教育部長。 

○教育部長（澤里充男君）  まず、山形地区につきま

しては、先ほど総合支所長のほうからご答弁させてい

ただいたとおりでございますので、何かそういった部

分でありましたら教育委員会のほうにご連絡をいただ

きたいと思います。 

 以上でございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  １番豊巻直子。 

○１番（豊巻直子君）  ありがとうございます。30セ

ンチとか自分たちでできるときはできると思うんです

けど、たくさん降ったときにきっとＳＯＳがあるんじ

ゃないかなと思います。そのときは、どうぞよろしく

お願いいたします。 

 くじのかがやきプラン２名増ということで、普通学
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級に入っている特別に支援が必要な子供たちにとって

は、この２名は大きな力になると思います。本当にあ

りがとうございます。 

 それでは、 後に労安ですが、実は、岩手県教育委

員会によると、１月31日現在ですが、今年度の病気休

職者は55人です。病気休職者ですので３カ月以上休ん

だ人という意味です。そのうち精神疾患は38人です。

パーセンテージで出すと69％に及びます。あと、現職

死亡、普通に教職員として学校で働いていて60までの

期間で亡くなった方が３人です。２人は病気でお亡く

なりになり、１人は自死です。自殺です。こういう状

況の中で、久慈市の病気休職者が１名であったという

ことは、すばらしいことだなというふうに思いました。

亡くなられた方々は原因がそれぞれだと思うんですけ

れども、もし、職場の働き方とかでそれが亡くなった

原因になっていた可能性があるとしたらば、その原因

を究明して再発防止に取り組まなければならないと思

うのですが、それは労働安全衛生委員会の中で扱われ

ますでしょうか、それとも教育委員会の中で話される

ことになるでしょうか。 

○副議長（桑田鉄男君）  加藤教育長。 

○教育長（加藤春男君）  こういう内容につきまして

は、具体的な事例の中でとり上げ話し合っていくもの

だというふうに思います。それがなければどこなのか

と言われても、ちょっと厳しいんじゃないかなという

ふうに思い、決められないんじゃないんでしょうか。 

○副議長（桑田鉄男君）  １番豊巻直子さん。 

○１番（豊巻直子君）  どのような形でというのは

ケースバイケースということで、個別の事案に関わっ

て、多分、相談に乗っていただけると思うのでよろし

くお願いしたいと思います。 

 今、教職員の病休者の話をしたんですが、岩手日報

には、市職員の状態が書かれておりました。沿岸の市

町村職場で働く人たち、大槌町は資料が流されてしま

ったのでないそうですけれども、岩手、宮城、福島３

県でうつ病など精神疾患を理由に休職した方は2015年

は151人で、2010年の1.6倍にふえている。５年たって

減っているのではなくてふえているというふうに書か

れておりましたし、きょうの岩手日報の一枚開いてこ

っち側に論説の見出しが「支える人が疲弊いている」

というタイトルでした。本当に大変な被災者と向き合

って、いろんな仕事をしていらっしゃるのが市の職員

であって、したがって、市の職員の方が体を休めたり、

気持ちを休めたりするっていうことが、結局それが被

災者を守ることにもなると思いますので、どうぞごゆ

っくりお休みいただければと思います。私はそんなこ

とを言って、質問をいっぱいして、これを答弁書を書

くのに超勤させてるかもしれないので何とも言えない

わけですけど、でも、本当に命があるからいろんな活

動ができるので、市職員の方も、それから学校教職員

の方も、民間の方も体には気をつけてお過ごしいただ

きたいと思います。 

 終わります。 

○副議長（桑田鉄男君）  再質問を打ち切ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    散会   

○副議長（桑田鉄男君）  以上で、本日の日程は終了

いたしました。 

 ３月18日の本会議の開議時刻は、諸般の事情により

午後１時30分といたします。 

 本日はこれで散会いたします。 

    午後４時12分   散会   
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